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入学者の受け入れ方針 （アドミッションポリシー）

東北芸術工科大学は、「藝術立国」という理念のもと、“ 人と自然を思いやる想像力と、社会を変革す
る創造力を身につけ、自らの意思で未来を切り開くことができる人材の育成 ”を教育目標としていま
す。芸術学部及びデザイン工学部の入学者選抜では、それぞれの専門領域に即して多面的・総合的
に評価するために、次の観点から入学希望者を募集します。 

①芸術やデザインに興味と熱意を持つ人 

②高等学校までの学習および経験により培われた基本的な知識を持ち、主体的に学修できる人 

③社会に興味を持ち、仲間とともに切磋琢磨して成長できる人 

芸術学部

芸術は、美を求める純粋な心と知に基づくものであり、人々に夢や希望を与え、新たな価値を生み出
す力があります。多様性を学び取る柔軟な姿勢と、自らの創造力や感性を粘り強く磨き続ける意志を
身につけ、芸術の力を社会の真の豊かさに向けて活かそうとする入学希望者を求めます。

■文化財保存修復学科
文化財保存修復学科は、次のような能力や態度・資質を備えた入学者を求めます。
・文化財を守り伝えるための知識と技術の習得のために努力し続けることのできる人
・美術や歴史、そして文化の継承に興味・関心のある人
・探究心をもって新しいことに挑戦できる人

■歴史遺産学科
歴史遺産学科は、次のような能力や態度・資質を備えた入学者を求めます。
・歴史遺産や地域研究に興味を持ち、自ら問いを立てて、粘り強く取り組める人
・調査研究やその発信のための技法習得に意欲的な人
・歴史や民俗などの観点から、人びとの日常や考え方を探求したいと考える人

■美術科 日本画コース
美術科日本画コースは、次のような能力や態度・資質を備えた入学者を求めます。
・写生を通して画力と表現力を積み重ね、今日の日本画を探求し続けることのできる人
・日本画と美術について興味と意欲を持ち続けながら、社会と関わることのできる人
・知識と経験を深め、将来、美術を通して広く国内外で活躍したいと考える人

■美術科 洋画コース
美術科洋画コースは、次のような姿勢・資質を備えた入学者を求めます。
・ 絵画制作を通して、自己表現に意欲的に取り組める人
・ 社会問題に興味・関心を持ち、洋画の学修を通じて他者と協働し、社会の課題に取り組める人
・ 変化を楽しみ、柔軟性を持ち、多様なメディアを通して常に自身を磨き続けられる人
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■美術科 版画コース
美術科版画コースは、次のような能力や態度・資質を備えた入学者を求めます。
・プリントやグラフィックに興味を持ち、熱意を持ってもの作りと向き合える人
・版画の学びを通して、多くの人に発信・共有し、表現力を社会に活かしたい人
・制作活動のなかで多様性を受け入れ、他者と協働しながら取り組める人

■美術科 彫刻コース
美術科彫刻コースは、次のような能力や態度・資質を備えた入学者を求めます。
・ものを作ることが好きで、自己表現に向けて粘り強く努力できる人
・自然や素材、ものの成り立ちに関心があり、造形を通して探求したい人
・他者とのコミュニケーションや協働を通じて、造形に対する新たな考えや表現を吸収したい人

■美術科 総合美術コース
美術科総合美術コースは、次のような能力や態度・資質を備えた入学者を求めます。
・制作プロセスを含めて、美術を広く社会で応用することやそれを教えることに興味があり、
その知識を深めたい人
・美術を活用したコミュニケーションスキルを身につけ、より多くの人たちと美術を楽しみたいと考える人
・ものづくりを通して美術が人間の心身や社会に与える力に関心のある人

■工芸デザイン学科
工芸デザイン学科は、次のような能力や態度・資質を備えた入学者を求めます。
・生活に寄り添うモノやコトに興味があり、それを探求し続ける熱意のある人
・素材や、技術を生かした製品、作品の制作に興味・関心のある人
・モノの機能や成り立ちについて知識を深めたい人

■文芸学科
文芸学科は、次のような能力や態度・資質を備えた入学者を求めます。
・物語を考え、自ら生み出す努力を続けられる人
・マンガ、ライトノベル、アニメ、ゲームなど、メディアを問わず多様な物語の形態に興味・関心を持つ人
・雑誌・単行本を含んだ多様なモノを制作することに興味・関心がある人
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デザイン工学部

デザインとは、見た目を装飾するだけではなく、今や「デザイン思考」として、人間社会の改善や進化
に必要不可欠な技術となっています。 自己表現や趣味にとどまらず、広く社会をイメージし、何のた
めにデザインを活用するべきなのか、モノやコトに対するデザインを学び、社会に積極参加しようとす
る入学希望者を求めます。

■プロダクトデザイン学科
プロダクトデザイン学科は、次のような能力や態度、資質を備えた入学者を求めます。
・製品をデザインし、その内容を他者に伝えるための技術を向上させる努力を継続できる人
・社会が抱える課題とそれらに関わる製品に対して興味・関心のある人
・製品のデザインにおいて、他者の意見を傾聴でき、協働することができる人

■建築・環境デザイン学科
建築・環境デザイン学科は、次のような能力や資質を備えた入学者を求めます。
・社会や自然環境を注意深く観察し、課題解決にむけて努力し続けることのできる人
・リノベーションやまちづくり、ランドスケイプ、環境問題に興味・関心があり、
地域の課題に取り組みたい人
・造形すること、描くこと、作ること、調べることが好きで、それを建築や環境デザインに応用したい人

■グラフィックデザイン学科
グラフィックデザイン学科は、次のような能力や姿勢、資質を備えた入学者を求めます。
・情報の視覚伝達に興味と熱意を持ち、人との関わりに積極的で、社会に目を向けられる人
・常に好奇心を持ち、既成概念にとらわれず制作活動に向き合うことができる人
・グラフィックデザインを学ぶことに意欲的であり、主体的に努力を続けることができる人

■映像学科
映像学科は、次のような能力や態度、資質を備えた入学者を求めます。
・映像表現の多様性とその技術の進化に興味があり、それらを習得する努力ができる人
・社会や地域の魅力と課題に関心があり、それらを映像で表現、発信していく意欲のある人
・自身の役割を理解し、グループで映像制作や研究を行うことができる人

■企画構想学科
企画構想学科は、次のような能力や態度・資質を備えた入学者を求めます。
・「プロジェクトの企画と実践」に向けて努力し続けることのできる人
・「企画書の作成」「チームによる活動」に興味・関心のある人
・自主性を重視した教育環境で独創的な発想と論理的な思考ができる人

■コミュニティデザイン学科
コミュニティデザイン学科は、次のような能力や態度、資質を備えた入学者を求めます。
・持続可能な社会や地域づくりに興味があり、実践したいと考える人
・地域の生活者の目線で社会的課題を捉え、その探究・解決に取り組みたい人
・地域のために、他者との協働に向けたコミュニケーション手法を学ぶ意欲がある人
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2024年度 東北芸術工科大学 入学試験一覧（予定）
総合型選抜入試［専願体験型］ 総合型選抜入試［併願型］

出願登録期間 2023年9月13日（水）～26日（火）

募
集
人
員

2023年11月13日（月）
～24日（金）

募
集
人
員

試験日 10月7日（土）・10月8日（日）・10月9日（祝・月）※1

※学科・コースにより実施日が異なります。
12月10日（日）

合格発表 11月1日（水） 12月20日（水）

入学手続締切 〈第一次〉
※入学金納付期限

11月15日（水） 2024年1月10日（水）

入学手続締切 〈第二次〉
※授業料等納付期限

12月15日（金） 2024年2月16日（金）
※申請により3/25まで延納が可能

試験会場 山形 山形／東京

美術科
日本画コース

①体験授業（日本画の風景画制作）（300分程度）
　決められたエリア内（屋内）で、各自水彩で風景画を制作する
②上記体験を通して感じたこと、考えたことを文章化し、振り返りシートを提出する
③面接　1グループ 2～ 3人で行う

58

面接・書類審査※ 3

＋
次から1科目：
「水彩画」※ 5

「油彩画」※ 6

「デッサン」

29

美術科
洋画コース

①体験授業（静物油彩）（300分程度）
　油彩制作におけるポイントレクチャーを行う。その後グループごとにモチーフを組み、油彩制作を行う
②面接　1グループ 2～ 3人で行う

美術科
版画コース

①体験授業（イラストレーション制作 or自画像デッサン制作）（240分程度）
　当日にイラストレーション、自画像デッサンのいずれかを選択し、事前レクチャーを行った後に制作を行う
② ミニ講評会　体験授業終了後、ミニ講評会を行い、また、体験授業を通して気付いたことや考えたことをミニレポー
トとして書く
③面接　個別面接

面接・書類審査※ 3

＋
次から1科目：
「小論文」
「デッサン」
「水彩画」※ 5

「油彩画」※ 6

「国語」
「数学」
「英語」

美術科
彫刻コース

①体験授業（彫刻制作の体験）（360分間程度）
　大学周辺を散策し、収集した自然物やスケッチをもとに各自が自由な発想で粘土を使って立体作品を制作する
②振り返り　制作物の意図や感想を発表する
③面接　個別面接

美術科
総合美術コース

①体験授業（アートワークショップ体験）（240分程度）
　 アートワークショップを体験し気づきや活動のねらいなどをまとめ、それを活用したワークショップイベント企画を考
えて発表する
②面接　個別面接

工芸デザイン学科
①体験授業（立体制作、平面制作 各 120分程度）
　 立体・平面制作の基礎を学ぶ。立体制作では紙造形を基本とし、工程ごとに学び、条件に沿って制作する
　平面制作では配色デザインを行い、デザイン完成後は一人ずつテーマと工夫した点を発表する
②面接　個別面接

21 11

文芸学科
①体験授業（150分程度）※ 2

　 教員による説明を経て、グループ単位で昔話をリライト（書き換え）する体験授業を実施し、その内容を発表する
②作文　①で行ったグループワークについて執筆する（600字程度）
③面接　個別面接

22 7

文化財保存修復学科
①体験授業（講義 30分程度、レポート作成 60分程度）
　文化財保存修復に関するミニ講義を受講した後、ミニレポートを提出する
②面接
　個別面接

13 3

歴史遺産学科
①体験授業（講義 30分程度、レポート作成 60分程度）
　歴史遺産に関するミニ講義を受講した後、ミニレポートを提出する
②面接
　個別面接

13 6

プロダクト
デザイン学科

①体験授業（120分程度）※ 2

　 身の回りのモノの機能や形態を観察し、その理由を考える。前半のグループワークではそれらの優れた点や改善すべ
き点を共有し、後半の個人ワークでは対象となるモノの応用展開例を提案する
②面接　個別面接

32 13

建築・環境
デザイン学科

①体験授業（レポート作成を含めて 40分程度）
　建築、まち、自然や環境問題に関するミニ講義を行い、講義に対する自身の意見をミニレポートにまとめる
②面接　個別面接

20 14

グラフィック
デザイン学科

①体験授業（110分程度）　
　デザインに関する模擬授業を受講した後、その授業の内容について発表する
②面接　個別面接

40 17

映像学科
①体験授業（90分程度）
　 1つのキーワードから独自の映像作品をイメージし、その世界観をアイデアスケッチと文章（600字以内）で表現する
②面接　個別面接

32 14

企画構想学科

①体験授業（140分程度）※ 2

・ミニ講義　課題解決型ワークショップの進め方に関する講義を受講する
・課題解決型ワークショップ　提示された課題に対して、グループに分かれて企画を考え発表する
・振り返りシート　ミニ講義とワークショップを振り返り、整理した内容を記入する
②面接　個別面接

26 10

コミュニティ
デザイン学科

①体験授業（講義 20分程度、アイデア会議 100分程度、レポート 45分程度）※ 2

・講義　課題解決型ワークショップについて学ぶ
・ アイデア会議　講義で提示された地域の社会課題を解決し、SDGsに寄与する社会を実現するモノ・コトをグルー
プで話し合い、発表する
・振り返り　自身の気づきや考えについてレポートを作成する
②面接　個別面接

16 6

※1 総合型選抜入試［専願体験型］は第二志望まで出願可能です。なお第二志望まで出願した場合、出願した学科・コースそれぞれで試験が実施されるため2日間を要します。詳細は「東北芸術工科大学 2024年度 
学生募集要項」をご覧ください。

※2 受験者数が少ない場合は、別の試験方法となる場合があります。詳細は「東北芸術工科大学 2024年度 学生募集要項」をご覧ください。
※3 「書類審査」とは、「高等学校調査書」及び「出願書類」による総合評価です。 ※4 募集人員は、一般選抜入試（前期）、大学入学共通テスト利用入試（1科目利用）及び（2科目利用前期）を合算したものです。 6



※下記の内容は、2023年4月1日現在の予定です。詳細は、別途発行の「東北芸術工科大学 2024年度 学生募集要項」で必ず確認してください。

※5 水彩画を選択する場合は第一志望から第三志望のいずれかで、必ず日本画コースを志望してください。 ※6 油彩画を選択する場合は第一志望から第三志望のいずれかで、必ず洋画コースを志望してください。
※7 一般選抜入試［専願型］で水彩画を選択する場合は第一志望または第二志望で必ず日本画コースを志望してください。 
※8 一般選抜入試［専願型］で油彩画を選択する場合は第一志望または第二志望で必ず洋画コースを志望してください。
※9 一般選抜入試［面接型］はオンラインで実施するため、試験日の前にインターネットの通信接続環境の確認および Zoomの動作確認のための「接続テスト」を行います。実施日については出願後メールにてお知らせします。

一般選抜入試
［前期］

大学入学共通テスト利用入試
［1科目利用］

大学入学共通テスト利用入試
［2科目利用 前期］ 一般選抜入試［専願型］ 一般選抜入試

［面接型］
一般選抜入試
［後期］

大学入学共通テスト利用入試
［2科目利用 後期］

2024年1月4日（木）～19日（金） 2024年1月4日（木）
～22日（月）

募
集
人
員
※ 4

2024年1月4日（木）
～12日（金）

募
集
人
員

2024年2月16日（金）
～22日（木）

2024年2月16日（金）
～3月1日（金）

募
集
人
員

1月31日（水） 個別試験なし 1月31日（水） 3月14日（木）
接続テスト3/4または3/5 ※9

3月14日（木） 個別試験なし

2月15日（木） 2月15日（木） 3月21日（木）

2月29日（木） 2月29日（木）
3月25日（月）

3月7日（木）
※申請により3/25まで延納が可能 3月7日（木）

山形／東京／札幌／仙台 ― 山形 オンライン 山形／東京 ―

次から1科目：
「国語」
「数学」
「英語」
＋
次から1科目：
「水彩画」 ※ 5

「油彩画」 ※ 6

大学入学共通テストの
成績上位 1科目
＋
次から1科目：
「水彩画」 ※ 5

「油彩画」 ※ 6

―

30

面接・書類審査
※3
＋
「水彩画」 ※7

「油彩画」 ※8

7

―
次から1 科目：
「水彩画」 ※5

「油彩画」 ※6
―

若
干
名

①・②のいずれか

①次から1科目：
「国語」
「数学」
「英語」
＋
次から1科目：
「小論文」
「デッサン」
「水彩画」 ※ 5

「油彩画」 ※ 6

②次から2科目：
「国語」
「数学」
「英語」

大学入学共通テストの
成績上位 1科目
＋
次から1科目：
「小論文」
「デッサン」
「水彩画」 ※ 5

「油彩画」 ※ 6

大学入学共通テスト
の成績上位2科目

①・②・③のい
ずれか

①面接・書類審査 
※ 3

＋
次から1科目：
「小論文」
「デッサン」
「水彩画」※7

「油彩画」※8

②面接・書類審査 
※ 3

＋
次から1科目：
「国語」
「数学」
「英語」

③面接・書類審
査 ※3

＋
大学入学共通テ
ストの
成績上位1科目

面接（オンライン）
・書類審査 ※ 3

次から1科目：
「小論文」
「デッサン」
「水彩画」 ※ 5

「油彩画」 ※ 6

大学入学共通テストの
成績上位2科目

11 2

11 2

8 2

11 2

15 2

14 2

9 2

14 2

12 2

6 2
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2023年度 入学試験結果データ

学部・学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部 127 246 246 156 156 1. 6  

　文化財保存修復学科 13 21 21 17 17 1.2  

　歴史遺産学科 13 10 10 10 10 1.0  

　美術科 58 144 144 78 78 1.8  

　　日本画コース 27 27 21 21 1.3  

　　洋画コース 66 66 28 28 2.4  

　　版画コース 16 16 8 8 2.0  

　　彫刻コース 16 16 8 8 2.0  

　　総合美術コース 19 19 13 13 1.5  

　工芸デザイン学科 21 40 40 26 26 1.5  

　文芸学科 22 31 31 25 25 1.2  

デザイン工学部 166 335 335 177 176 1. 9  

　プロダクトデザイン学科 32 49 49 36 36 1.4  

　建築・環境デザイン学科　 20 27 27 22 22 1.2  

　グラフィックデザイン学科 40 104 104 40 40 2.6  

　映像学科 32 97 97 38 37 2.6  

　企画構想学科 26 46 46 30 30 1.5  

　コミュニティデザイン学科 16 12 12 11 11 1.1  

全学計 293 581 581 333 332 1.7  

総合型選抜入学試験［専願体験型］

学部・学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部 56 324 303 75 61 4 .0  

　文化財保存修復学科 3 28 25 5 5 5.0  

　歴史遺産学科 6 10 8 4 4 2.0  

　美術科 29 217 204 40 29 5.1

　　日本画コース 37 33 14 7 2.4  

　　洋画コース 72 66 13 10 5.1  

　　版画コース 36 36 4 3 9.0  

　　彫刻コース 22 22 4 4 5.5  

　　総合美術コース 50 47 5 5 9.4  

　工芸デザイン学科 11 38 37 15 13 2.5  

　文芸学科 7 31 29 11 10 2.6  

デザイン工学部 74 410 388 122 104 3.2  

　プロダクトデザイン学科 13 68 67 20 15 3.4  

　建築・環境デザイン学科　 14 32 31 22 19 1.4  

　グラフィックデザイン学科 17 113 106 28 23 3.8  

　映像学科 14 84 80 20 18 4.0  

　企画構想学科 10 74 67 16 15 4.2  

　コミュニティデザイン学科 6 39 37 16 14 2.3  

全学計 130 734 691 197 165 3.5  

総合型選抜入学試験［併願型］、学校推薦型選抜入試［指定校］、学校推薦型選抜入試［韓国］

8



学部・学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部 71 210 209 46 22 4 .5  

　文化財保存修復学科 8 20 20 4 2 5.0  

　歴史遺産学科 11 19 19 11 5 1.7  

　美術科 30 127 126 25 13 5.0  

　　日本画コース 23 22 17 6 1.3  

　　洋画コース 39 39 5 4 7.8  

　　版画コース 24 24 0 0 -

　　彫刻コース 13 13 2 2 6.5  

　　総合美術コース 28 28 1 1 28.0  

　工芸デザイン学科 11 26 26 4 2 6.5  

　文芸学科 11 18 18 2 0 9.0  

デザイン工学部 70 293 293 36 7 8 .1 

　プロダクトデザイン学科 15 58 58 10 2 5.8  

　建築・環境デザイン学科　 14 28 28 11 3 2.5  

　グラフィックデザイン学科 9 73 73 2 0 36.5  

　映像学科 14 69 69 5 0 13.8  

　企画構想学科 12 37 37 2 0 18.5  

　コミュニティデザイン学科 6 28 28 6 2 4.7  

全学計 141 503 502 82 29 6.1 

一般選抜入学試験［前期］

学部・学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部 15 44 44 14 14 3 .1 

　文化財保存修復学科 2 5 5  1  1 5 .0  

　歴史遺産学科 2 5 5  3  3 1 .7  

　美術科 7 23 23 6  6 3 .8  

　　日本画コース 2 2  1  1 2 .0  

　　洋画コース 10 10 2  2 5 .0  

　　版画コース 3 3  1  1 3 .0  

　　彫刻コース 1 1  0  0 -

　　総合美術コース 7 7  2  2 3 .5  

　工芸デザイン学科 2 8 8  2  2  4 .0  

　文芸学科 2 3 3  2  2 1 .5  

デザイン工学部 12 31 28 13 12 2 . 2  

　プロダクトデザイン学科 2 6 6  3  3 2 .0  

　建築・環境デザイン学科　 2 2 2  2  2 1 .0  

　グラフィックデザイン学科 2 6 5  2  2 2 .5  

　映像学科 2 8 6  2  1 3 .0  

　企画構想学科 2 7 7  2  2 3 .5  

　コミュニティデザイン学科 2 2 2  2  2 1 .0  

全学計 27 75 72 27 26 2 .7  

一般選抜入学試験［専願型］

※外国人留学生特別選抜入試・シニア特別選抜入試・社会人特別選抜入試を含む。
※募集人員は一般選抜（前期）、共通テスト利用入試（１科目利用・２科目利用前期）を合算した募集人員。
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学部・学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部 71 168 163 35 10 4 .7  

　文化財保存修復学科 8 13 12 3 0 4.0  

　歴史遺産学科 11 7 7 4 3 1.8  

　美術科 30 107 104 22 4 4.7  

　　日本画コース 24 22 16 4 1.4  

　　洋画コース 35 35 4 0 8.8  

　　版画コース 19 19 0 0 -

　　彫刻コース 9 9 1 0 9.0  

　　総合美術コース 20 19 1 0 19.0  

　工芸デザイン学科 11 25 24 4 1 6.0  

　文芸学科 11 16 16 2 2 8.0  

デザイン工学部 70 169 167 32 8 5.2  

　プロダクトデザイン学科 15 36 36 14 3 2.6  

　建築・環境デザイン学科　 14 11 11 5 1 2.2  

　グラフィックデザイン学科 9 54 53 2 0 26.5  

　映像学科 14 37 36 5 1 7.2  

　企画構想学科 12 18 18 1 1 18.0  

　コミュニティデザイン学科 6 13 13 5 2 2.6  

全学計 141 337 330 67 18 4 .9  

※募集人員は一般選抜（前期）、共通テスト利用入試（１科目利用・２科目利用前期）を合算した募集人員。

学部・学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部 71 160 160 35 4 4 .6  

　文化財保存修復学科 8 27 27 2 0 13.5  

　歴史遺産学科 11 41 41 24 4 1.7  

　美術科　 30 40 40 3 0 13.3  

　　版画コース 11 11 1 0 11.0  

　　彫刻コース 9 9 1 0 9.0  

　　総合美術コース 20 20 1 0 20.0  

　工芸デザイン学科 11 28 28 3 0 9.3  

　文芸学科 11 24 24 3 0 8.0  

デザイン工学部 70 299 299 27 3 11.1 

　プロダクトデザイン学科 15 66 66 6 1 11.0  

　建築・環境デザイン学科 14 39 39 9 0 4.3  

　グラフィックデザイン学科 9 73 73 4 2 18.3  

　映像学科 14 66 66 2 0 33.0  

　企画構想学科 12 26 26 2 0 13.0  

　コミュニティデザイン学科 6 29 29 4 0 7.3  

全学計 141 459 459 62 7 7. 4  

大学入学共通テスト利用入学試験［2科目利用前期］

大学入学共通テスト利用入学試験［1科目利用］

※募集人員は一般選抜（前期）、共通テスト利用入試（１科目利用・２科目利用前期）を合算した募集人員。
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学部・学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部

若干名

83 78 24 13 3.3 

　文化財保存修復学科 5 5 1 0 5.0  

　歴史遺産学科 4 4 3 3 1.3  

　美術科 54 50 12 6 4.2  

　　日本画コース 13 13 5 2 2.6  

　　洋画コース 18 17 2 2 8.5  

　　版画コース 10 10 2 1 5.0  

　　彫刻コース 3 3 2 0 1.5  

　　総合美術コース 10 9 1 1 9.0  

　工芸デザイン学科 14 11 4 2 2.8  

　文芸学科 6 6 4 2 1.5  

デザイン工学部 54 52 11 9 4.7 

　プロダクトデザイン学科 7 6 2 1 3.0  

　建築・環境デザイン学科　 4 4 2 2 2.0  

　グラフィックデザイン学科 13 12 2 2 6.0  

　映像学科 16 16 3 3 5.3  

　企画構想学科 8 8 0 0 -

　コミュニティデザイン学科 6 6 2 1 3.0  

全学計 137 130 35 22 3.7 

一般選抜入学試験［後期］

※募集人員は一般選抜（後期・面接型）、共通テスト利用入試（２科目利用後期）を合算した募集人員。

一般選抜入学試験［面接型］

学部・学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部

若干名

4 4 0 0 -

　文化財保存修復学科 0 0 0 0 -

　歴史遺産学科 1 1 0 0 -

　美術科 1 1 0 0 -

　　日本画コース 0 0 0 0 -

　　洋画コース 0 0 0 0 -

　　版画コース 1 1 0 0 -

　　彫刻コース 0 0 0 0 -

　　総合美術コース 0 0 0 0 -

　工芸デザイン学科 1 1 0 0 -

　文芸学科 1 1 0 0 -

デザイン工学部 15 15 6 4 2.5  

　プロダクトデザイン学科 2 2 2 2 1.0  

　建築・環境デザイン学科　 1 1 0 0 -

　グラフィックデザイン学科 4 4 0 0 -

　映像学科 3 3 1 0 3.0  

　企画構想学科 4 4 2 1 2.0  

　コミュニティデザイン学科 1 1 1 1 1.0  

全学計 19 19 6 4 3.2  

※募集人員は一般選抜（後期・面接型）、共通テスト利用入試（２科目利用後期）を合算した募集人員。
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全試験区分の総計

※募集人員は一般選抜（後期・面接型）、共通テスト利用入試（２科目利用後期）を合算した募集人員。

学部・学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部

若干名

29 29 7 1 4 .1 

　文化財保存修復学科 6 6 1 0 6.0  

　歴史遺産学科 4 4 2 0 2.0  

　美術科　 5 5 0 0 -

　　版画コース 1 1 0 0 -

　　彫刻コース 1 1 0 0 -

　　総合美術コース 3 3 0 0 -

　工芸デザイン学科 9 9 2 0 4.5  

　文芸学科 5 5 2 1 2.5  

デザイン工学部 34 34 11 2 3.1 

　プロダクトデザイン学科 3 3 2 0 1.5  

　建築・環境デザイン学科 4 4 1 0 4.0  

　グラフィックデザイン学科 10 10 2 0 5.0  

　映像学科 10 10 3 1 3.3  

　企画構想学科 4 4 2 1 2.0  

　コミュニティデザイン学科 3 3 1 0 3.0  

全学計 63 63 18 3 3.5  

大学入学共通テスト利用入学試験［2科目利用後期］

学部・学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部 269 1,268 1,236 392 281 3.2  

　文化財保存修復学科 26 125 121 34 25 3.6  

　歴史遺産学科 32 101 99 61 32 1.6  

　美術科 124 718 699 186 136 3.8  

　　日本画コース 126 119 74 41 1.6  

　　洋画コース 240 233 54 46 4.3  

　　版画コース 121 121 16 13 7.6  

　　彫刻コース 74 74 18 14 4.1

　　総合美術コース 157 152 24 22 6.3  

　工芸デザイン学科 45 189 184 60 46 3.1  

　文芸学科 42 135 133 51 42 2.6  

デザイン工学部 324 1,640 1,611 435 325 3.7  

　プロダクトデザイン学科 62 295 293 95 63 3.1  

　建築・環境デザイン学科　 52 148 147 74 49 2.0  

　グラフィックデザイン学科 68 450 440 82 69 5.4  

　映像学科 62 390 383 79 61 4.8  

　企画構想学科 50 224 217 57 50 3.8  

　コミュニティデザイン学科 30 133 131 48 33 2.7  

全学計 593 2,908 2,847 827 606 3. 4  
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学部・学科 志願者 受験者 合格者 入学者
男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

芸術学部 398 870 1,268 380 856 1,236 100 292 392 71 210 281

　文化財保存修復学科 19 106 125 17 104 121 3 31 34 2 23 25

　歴史遺産学科 42 59 101 41 58 99 28 33 61 13 19 32

　美術科 221 497 718 209 490 699 35 151 186 29 107 136

　工芸デザイン学科 51 138 189 50 134 184 8 52 60 5 41 46

　文芸学科 65 70 135 63 70 133 26 25 51 22 20 42

デザイン工学部 626 1,014 1,640 610 1,001 1,611 132 303 435 97 228 325

　プロダクトデザイン学科 117 178 295 116 177 293 34 61 95 26 37 63

　建築・環境デザイン学科 69 79 148 68 79 147 31 43 74 20 29 49

　グラフィックデザイン学科 154 296 450 149 291 440 19 63 82 15 54 69

　映像学科　 186 204 390 180 203 383 27 52 79 22 39 61

　企画構想学科 63 161 224 60 157 217 10 47 57 7 43 50

　コミュニティデザイン学科 37 96 133 37 94 131 11 37 48 7 26 33

計 1,024 1,884 2,908 990 1,857 2,847 232 595 827 168 438 606

男女別結果（全試験区分の総計）

学部・学科 志願者 受験者 合格者 入学者
現役 既卒 計 現役 既卒 計 現役 既卒 計 現役 既卒 計

芸術学部 1,058 210 1,268 1,039 197 1,236 329 63 392 252 29 281

　文化財保存修復学科 93 32 125 91 30 121 24 10 34 21 4 25

　歴史遺産学科 90 11 101 89 10 99 59 2 61 30 2 32

　美術科 599 119 718 587 112 699 146 40 186 119 17 136

　工芸デザイン学科 152 37 189 149 35 184 54 6 60 43 3 46

　文芸学科 124 11 135 123 10 133 46 5 51 39 3 42

デザイン工学部 1,489 151 1,640 1,465 146 1,611 407 28 435 315 10 325

　プロダクトデザイン学科 261 34 295 260 33 293 87 8 95 61 2 63

　建築・環境デザイン学科 132 16 148 131 16 147 69 5 74 48 1 49

　グラフィックデザイン学科 407 43 450 399 41 440 76 6 82 66 3 69

　映像学科 349 41 390 344 39 383 73 6 79 58 3 61

　企画構想学科 209 15 224 202 15 217 55 2 57 49 1 50

　コミュニティデザイン学科 131 2 133 129 2 131 47 1 48 33 0 33

計 2,547 361 2,908 2,504 343 2,847 736 91 827 567 39 606

現役既卒別結果（全試験区分の総計）

全体

既卒
6％

現役 94％ 芸術学部

既卒
10％

現役 90％
デザイン工学部

既卒
3％

現役 97％

デザイン工学部

男子 30％

女子 70％

入学者構成比
（男女別）

入学者構成比
（現役・既卒別）

全体
男子 28％

女子 72％
芸術学部

男子 25％

女子 75％

13



北海道　22名　3.6%

東北　426名　70.3%

中部　54名　8.9% 関東　77名　12.7%

近畿　4名　0.7%

九州　12名　2.0%

中国・四国　5名　0.8%

検定等　4名　0.7%
海外　2名　0.3%

入学者構成比（都道府県別）

地方 都道府県名 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数
北海道 北海道 104 104 29 22

東北

青森県 86 83 27 20
岩手県 193 193 47 33
宮城県 651 639 185 157
秋田県 78 78 21 17
山形県 543 535 175 143
福島県 199 196 67 56
東北計 1,750 1,724 522 426

関東

茨城県 119 117 34 22
栃木県 71 68 23 13
群馬県 90 90 17 8
埼玉県 48 48 21 13
千葉県 43 39 8 7
東京都 64 64 19 10
神奈川県 62 61 7 4
関東計 497 487 129 77

中部

新潟県 212 203 49 24
富山県 15 15 2 0
石川県 14 14 3 3
福井県 2 2 1 0
山梨県 13 13 5 3
長野県 60 55 18 12
岐阜県 12 12 5 1
静岡県 60 59 11 8
愛知県 18 15 8 2
三重県 7 7 3 1
中部計 413 395 105 54

地方 都道府県名 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数

近畿

滋賀県 0 0 0 0
京都府 0 0 0 0
大阪府 5 2 2 1
兵庫県 8 8 3 2
奈良県 7 7 1 1
和歌山県 0 0 0 0
近畿計 20 17 6 4

中国

鳥取県 10 10 4 0
島根県 1 1 1 1
岡山県 15 15 2 2
広島県 3 3 1 0
山口県 0 0 0 0
中国計 29 29 8 3

四国

徳島県 0 0 0 0
香川県 10 10 3 2
愛媛県 7 7 0 0
高知県 3 3 1 0
四国計 20 20 4 2

九州

福岡県 1 1 0 0
佐賀県 1 1 1 1
長崎県 5 2 2 2
熊本県 0 0 0 0
大分県 0 0 0 0
宮崎県 1 1 1 1
鹿児島県 13 13 2 1
沖縄県 31 30 8 7
九州計 52 48 14 12

検定 18 18 5 3
海外 4 4 4 2
専修学校 1 1 1 1

合計 2,908 2,847 827 606

都道府県別結果（全試験区分の総計）
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北海道

札幌月寒、札幌北陵、札幌手稲、札幌
白石、札幌旭丘、札幌藻岩、函館中部、
小樽潮陵、小樽桜陽、岩見沢西、枝幸、
室蘭栄、帯広南商業、釧路湖陵、北広島、
札幌東陵、札幌平岸、石狩南、旭川永嶺、
札幌稲雲、紋別、登別明日、札幌大谷、
函館大学付属有斗、旭川実業、駒澤大
学附属苫小牧、クラーク記念国際、北
海道芸術

青森県

青森、青森西、青森東、青森南、青森中央、
弘前中央、八戸、八戸北、木造、三本木、
三沢、田名部、青森工業、十和田工業、
むつ工業、八戸中央、東奥学園、八戸
聖ウルスラ学院、八戸学院光星、弘前東、
五所川原第一、八戸工業大学第二

岩手県

盛岡第一、盛岡第二、盛岡第三、盛岡
第四、盛岡北、杜陵、盛岡商業、花巻北、
花巻南、黒沢尻北、水沢、水沢工業、
一関第一、一関第二、大東、大船渡、
遠野、遠野緑峰、宮古、久慈、伊保内、
福岡、盛岡市立、不来方、釡石、宮古商工、
岩手、盛岡白百合学園、盛岡スコーレ、
盛岡中央、専修大学北上

宮城県

仙台第一、仙台第二、仙台向山、古川、
角田、築館、白石、石巻、塩釡、泉、
多賀城、岩ヶ崎、宮城第一、仙台二華、
仙台三桜、石巻好文館、古川黎明、登米、
岩出山、農業、工業、古川工業、石巻工業、
仙台南、仙台、仙台工業、名取北、泉松陵、
仙台西、泉館山、宮城広瀬、利府、仙
台東、富谷、宮城野、仙台青陵、気仙沼、
仙台育英学園、東北、東北学院、東北
学院榴ケ岡、宮城学院、尚絅学院、聖
和学園、東北生活文化大学、仙台大学
附属明成、聖ウルスラ学院英智、聖ド
ミニコ学院、仙台城南、古川学園、西
山学院

秋田県

秋田、秋田南、花輪、能代、由利、角
館、横手、横手城南、増田、湯沢、新屋、
横手清陵学院、湯沢翔北、大館桂桜、ノー
スアジア大学明桜、聖霊女子短期大学
付属、秋田令和

山形県

山形東、山形南、山形西、山形北、山形
工業、山形中央、山形市立商業、天童、
山辺、寒河江、寒河江工業、谷地、東桜
学館、新庄北、新庄南、米沢興譲館、米
沢東、米沢工業、米沢商業、高畠、長井、
長井工業、鶴岡南、鶴岡北、鶴岡工業、
酒田東、酒田西、北村山、南陽、上山明
新館、霞城学園、鶴岡中央、新庄神室産
業、酒田光陵、村山産業、東北文教大学
山形城北、山形学院、日本大学山形、惺山、
東海大学山形、新庄東、九里学園、米沢
中央、羽黒、和順館、酒田南

福島県

福島（県立）、橘、福島西、福島商業、
福島北、安達、安積、安積黎明、郡山東、
須賀川創英館、会津、葵、会津学鳳、会
津工業、南会津、磐城、磐城桜が丘、平
工業、いわき総合、いわき湯本、小名浜
海星、相馬、原町、あさか開成、福島東、
いわき光洋、光南、郡山萌世、ふたば未
来学園、福島（私立）、福島成蹊、桜の
聖母学院、郡山女子大学附属、帝京安積、
尚志、日本大学東北、東日本国際大学附
属昌平、会津若松ザベリオ学園、いわき
秀英

茨城県

日立第一、水戸第二、水戸第三、水戸
工業、鹿島、筑波、竜ケ崎第一、藤代、
下館第一、古河第一、古河第三、日立北、
取手松陽、古河、明秀学園日立、茨城
キリスト教学園、常磐大学、水城、土
浦日本大学、清真学園、江戸川学園取手、
茗溪学園、鹿島学園、翔洋学園、第一
学院　高萩校、Ｓ

栃木県

小山工業高専、宇都宮東、宇都宮女子、
小山、栃木女子、佐野、真岡、真岡女子、
矢板東、宇都宮北、さくら清修、作新
学院、宇都宮文星女子、宇都宮短期大
学附属、國學院大學栃木、矢板中央

群馬県

前橋（県立）、前橋南、前橋女子、前橋
清陵、渋川女子、尾瀬、前橋（市立）、
高崎北、前橋東、高崎経済大学附属、
伊勢崎、四ツ葉学園、富岡、桐生、共
愛学園、東京農業大学第二、前橋育英、
ぐんま国際アカデミー高等部

埼玉県

熊谷女子、春日部女子、深谷第一、戸
田翔陽、進修館、伊奈学園総合、大宮
光陵、芸術総合、聖望学園、細田学園、
城西大学付属川越、浦和学院

千葉県

千葉女子、千葉北、船橋東、我孫子、
佐倉東、佐原、佐原白楊、長生、千葉
敬愛、二松学舎大学附属柏、暁星国際、
市原中央、わせがく、中央国際

志願者出身高校一覧（全試験区分）
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東京都

工芸、江東商業、保谷、向丘、青梅総合、
総合工科、新宿山吹、九段、総合芸術、
南多摩、女子学院、山脇学園、成城、
富士見丘、東洋大学京北、駒込、聖学
院、恵泉女学園、田園調布雙葉、日本
工業大学駒場、女子美術大学付属、淑徳、
工学院大学附属、錦城、立志舎

神奈川県

白山、藤沢西、茅ケ崎北陵、上矢部、
相模原弥栄、横浜清風、日本大学、横
浜学園、山手学院、カリタス女子、平
塚学園、聖園女学院、向上

新潟県

新潟、新潟南、新潟江南、巻、新発田、
村上、新津、長岡、長岡大手、長岡工業、
見附、三条、三条東、小千谷、柏崎常盤、
上越総合技術、新井、佐渡、万代、新
潟東、新発田南、長岡向陵、新潟翠江、
北越、加茂暁星、新発田中央、新潟第一、
東京学館新潟、長岡英智

富山県

魚津、高岡工芸、高岡南

石川県

金沢錦丘、工業（県立）、星稜

福井県

羽水、若狭

山梨県

甲府第一、吉田、駿台甲府、日本航空

長野県

須坂、長野西、長野東、上田染谷丘、
野沢北、岡谷南、阿南、飯田ＯＩＤＥ
長姫、松本第一、長野清泉女学院、長
野日本大学、東海大学付属諏訪、佐久
長聖、エクセラン、さくら国際

岐阜県

長良、岐山、多治見、可児

静岡県

伊東、沼津西、静岡、焼津中央、袋井、
磐田西、浜松湖南、星陵、浜松学芸

愛知県

向陽、工芸、阿久比、江南、愛知、東邦、
愛知工業大学名電

三重県

いなべ総合学園、桜丘

大阪府

北千里、好文学園女子、向陽台

兵庫県

明石、葺合、三田祥雲館、ＡＩＥ国際

奈良県

飛鳥未来

鳥取県

米子東

島根県

キリスト教愛真

岡山県

鹿島朝日

広島県

近畿大学附属広島（東広島校）

香川県

高松工芸、香川中央

愛媛県

新居浜西、未来

高知県

土佐塾

福岡県

西南学院

佐賀県

唐津東

長崎県

波佐見、長崎日本大学

宮崎県

宮崎日本大学

鹿児島県

ラ・サール、屋久島おおぞら

沖縄県

首里、浦添工業、首里東、沖縄尚学、
ヒューマンキャンパス、Ｎ
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東北芸術工科大学の総合型選抜入学試験［専願体験型］は、

一般的な大学入試のように「機械的に点数の低い受験者を落

とす」だけの選抜型とは全く異なり、大学と受験生の相互理解

を深め、通常の入試では評価されにくい受験生自身の魅力を

評価するものです。選考の際は、アドミッション・ポリシー（大

学側の求める学生像や受験生の受け入れ方針）やカリキュラ

ムなどを理解していただき、ワークショップや体験授業に参加

いただきます。その際に学ぼうとする意欲や取り組む姿勢、大

学教育を受けるために必要な基礎的な学力、思考力、判断力、

表現力や協調性など、個々の幅広い魅力と能力を見い出しま

す。加えて、面接を通してあなたが持つたくさんの可能性も

評価します。これらを通して、受験時点での実力だけではなく、

多角的な視点で受験生一人ひとりと向き合い、選考する点が

大きな特徴です。

※事前課題や提出物はありません。
　また、本入試では面接時にファイル等の資料や作品を持ち込むことはできません。

※総合型選抜入試［専願体験型］は第ニ志望まで出願可能です。なお第ニ志望まで出
願した場合、出願した学科・コースそれぞれで受験が必要なため2日間を要します。

※試験の詳細については、必ず「東北芸術工科大学 2024年度 学生募集要項」をご確
認ください。

総合型選抜入学試験
［専願体験型］
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歴史遺産学科

①体験授業（講義30分程度、レポート作成60分程度）
歴史遺産に関するミニ講義を受講した後、ミニレポートを
提出する

②面接
個別面接

総
合
型
選
抜
入
学
試
験 ﹇
専
願
体
験
型
﹈

2024年度 学科・コース別 試験内容（予定）
※試験内容に変更が生じる場合があります。また、受験者数が少ない場合は別の試験方法となる場合がありますので、受験の際は、必ず「東北芸術工
科大学 2024年度 学生募集要項」をご確認ください。

※掲載写真は昨年度の試験の様子です。

文化財保存修復学科

①体験授業（講義30分程度、レポート作成60分程度）
文化財保存修復に関するミニ講義を受講した後、ミニレ
ポートを提出する

芸術学部

②面接
個別面接
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総
合
型
選
抜
入
学
試
験 ﹇
専
願
体
験
型
﹈

美術科 日本画コース

①体験授業（日本画の風景制作）（300分程度）
決められたエリア内（屋内）で各自、水彩で風景画を制作
する
②上記体験を通して感じたこと、考えたことを文章化し、振
り返りシートを提出する

③面接
1グループ２～3人で行う

美術科 洋画コース

①体験授業（静物油彩）（300分程度）

油彩制作におけるポイントレクチャーを行い、その後グル
ープごとにモチーフを組み、油彩制作を行う

②面接

1グループ2～3人で行う
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美術科 版画コース

①体験授業（イラストレーション制作or自画像デッサン制作）
（240分程度） 
当日にイラストレーション、自画像デッサンのいずれかを
選択し、事前レクチャーを行った後に制作を行う
［イラストレーション制作］
イラストレーション制作における事前レクチャーを行い、
各自がテーマを自由（絵画的表現から絵本・漫画・アニ
メ表現まで、抽象具象・カラーモノクロ問わず）に設定し、
イラストレーションの制作を行う

［自画像デッサン制作］
自画像デッサン制作における事前レクチャーを行い、鉛筆
による自画像デッサンの制作を行う
②ミニ講評会　体験授業終了後、ミニ講評会を行う。また、
体験授業を通して気付いたことや考えたことをミニレポ
ートとして書く
③面接
個別面接

総
合
型
選
抜
入
学
試
験 ﹇
専
願
体
験
型
﹈

美術科 彫刻コース

①体験授業（彫刻制作の体験）（お昼休憩を除いて360分間
程度）

大学周辺を散策し、収集した自然物やスケッチをもとに各
自が自由な発想で粘土を使って立体作品を制作する

②振り返り  

制作物の意図や感想を発表する

③面接

個別面接
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総
合
型
選
抜
入
学
試
験 ﹇
専
願
体
験
型
﹈

美術科 総合美術コース

①体験授業（アートワークショップ体験）（前半180分程度、
後半60分程度） 
前半は、モダンテクニックなどの技法や造形素材を使った
アート技法を体験し、気づきや活動のねらいなどをまとめ、
その技法を活用したワークショップイベントを考えて各自

ワークシートに記入する
後半は、自身が考案したイベントを発表する
②面接
個別面接

工芸デザイン学科

①体験授業（立体制作、平面制作 各120分程度）  

立体・平面制作の基礎を学ぶ

立体制作では紙造形を基本とし、工程ごとに学び、条件
に沿って制作する

平面制作では配色デザインを行う。デザイン完成後は一

人ずつテーマと工夫した点を発表する

②面接

個別面接
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文芸学科

①体験授業（150分程度）  

教員による説明を経て、グループ単位で昔話をリライト（書
き換え）する体験授業を実施し、その内容を発表する

②作文  

①で行ったグループワークについて執筆する（600字程度）

③面接

個別面接

総
合
型
選
抜
入
学
試
験 ﹇
専
願
体
験
型
﹈
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建築・環境デザイン学科

①体験授業（レポート作成を含めて40分程度）  

建築、まち、自然や環境問題に関するミニ講義を行い、講
義に対する自身の意見をミニレポートにまとめる

②面接

個別面接

①体験授業（120分程度）  
身の回りのモノの機能や形態を観察し、その理由を考える。
前半のグループワークではそれらの優れた点や改善すべ
き点を共有し、後半の個人ワークでは対象となるモノの応
用展開例を提案する

②面接
個別面接

プロダクトデザイン学科

デザイン工学部

総
合
型
選
抜
入
学
試
験 ﹇
専
願
体
験
型
﹈
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映像学科

①体験授業（90分程度）　

1つのキーワードから独自の映像作品をイメージし、その世
界観をアイデアスケッチと文章（600字以内）で表現する

②面接

個別面接

グラフィックデザイン学科

①体験授業（110分程度）  

デザインに関する模擬授業を受講した後、その授業の内
容について発表する

②面接

個別面接

総
合
型
選
抜
入
学
試
験 ﹇
専
願
体
験
型
﹈
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コミュニティデザイン学科

①体験授業（講義20分程度、ワークショップ45分程度、レ
ポート45分程度）
・課題解決型ワークショップで取り扱う対象地域、特徴、
地域で起こっている社会的課題の講義を受講する
・地域の社会課題を解決し、SDGsに寄与する社会を実
現するモノ・コトをグループで話し合う

・グループで考えたアイデアを発表する
・課題解決型ワークショップで得られた気づきや発見、ま
たそれに対する自身の意見についてレポートを作成する

②面接
個別面接

企画構想学科

①体験授業（140分程度）

・ミニ講義　

課題解決型ワークショップの進め方に関する講義を受講
する

・課題解決型ワークショップ　

提示された課題に対して、グループに分かれて企画を考
え発表する

・振り返りシート　ミニ講義とワークショップを振り返り、整
理した内容を記入する

②面接

個別面接

総
合
型
選
抜
入
学
試
験 ﹇
専
願
体
験
型
﹈
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小論文 /デッサン /水彩画 /油彩画

実技
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90 分試 験 時 間

● ア ド バ イ ス

　 小 論 文 は 感 想 文 で は あ り ま せ ん 。 書 き 手 が 思 っ た こ と を

素 直 に 書 い て も 、 そ れ は 感 想 文 に し か な り ま せ ん し 、 ま し

て や 誰 か の 顔 色 を う か が う よ う な 「 〇 〇 は し て は い け な い

と 思 い ま す 」 の よ う な 心 地 よ い 終 わ り 方 を す る 文 章 は 小 論

文 で は あ り ま せ ん 。

　 そ う な ら な い た め に 必 要 な 力 の 一 つ 目 は 文 章 力 で す 。「 あ

ー そ ー ゆ ー こ と ね 」 と 思 っ た あ な た 、 そ れ は 多 分 違 い ま す 。

わ か り や す く 読 み や す い 文 章 を 書 く の は 当 然 の こ と で 、

入 試 だ か ら と い っ て 特 別 、 要 求 さ れ る も の で は あ り ま せ ん 。

そ う で は な く 自 ら の 言 い た い こ と を 論 理 的 に 伝 え る た め

の 文 章 力 で す 。 自 ら の 主 張 の た め に ど の よ う な 語 句 を 使

え ば 良 い の か 。 一 文 内 の 構 成 だ け で は な く 、 段 落 内 の 文 章

構 成 、 さ ら に は 段 落 ご と の 全 体 構 成 も 含 め て 考 え る 必 要

が あ り ま す 。

　 二 つ 目 は 読 解 力 で す 。 例 え ば 課 題 文 で 「 白 米 の 美 味 し さ 」

に つ い て 述 べ ら れ て い る と し ま し ょ う 。 こ れ に 対 し て 「 ラ

イ ス ペ ー パ ー の 便 利 さ 」 を 書 い た と し た ら 、 課 題 文 の テ ー マ

か ら は 大 幅 に ず れ て い る こ と に な り ま す 。 も ち ろ ん 同 じ 「 米 」

に つ い て 書 い て い る た め 、 解 答 者 自 身 は 関 連 す る 意 見 を 述

べ て い る 感 覚 に 陥 っ て い る の は わ か り ま す 。 し か し 課 題 文

の 主 題 を 見 失 っ て い る と 読 み 取 れ ま す 。

　 三 つ 目 は 構 成 力 に な り ま す 。 「 白 米 の 美 味 し さ 」 と い う

課 題 文 に 対 し 、 「 美 味 し い 」 、 「 不 味 い 」 と い う 対 立 軸 を 勝 手

に 構 成 し 、 片 方 の 立 場 で 意 見 を 述 べ る の は ベ ス ト な 選 択 で

は あ り ま せ ん 。 な ぜ な ら ま ず 課 題 文 に そ の 二 項 対 立 が 書

か れ て い る か ど う か の 確 認 が 必 要 で す 。 ま た 賛 成 や 反 対

は 誰 で も で き る こ と で 、 そ こ に 書 き 手 の 力 は あ ま り 必 要

あ り ま せ ん 。 何 よ り 対 象 に 対 す る 思 想 が 二 つ し か な い の は 、

極 め て 窮 屈 な 考 え で す 。 そ う で は な く 単 な る 対 立 軸 を 越

え て 、 自 ら の 意 見 を 述 べ る 力 が 試 さ れ ま す 。 そ の た め に は

課 題 文 を 踏 ま え 、 自 ら の 意 見 を 論 理 的 に 構 成 し 、 説 得 力 の

あ る 内 容 を 練 り 上 げ る こ と に な り ま す 。

　 最 後 は 論 理 展 開 力 に な り ま す 。 感 想 文 に な ら な い た め

に は 、 客 観 的 な 情 報 を よ り ど こ ろ に し た 論 理 的 な 思 考 を

行 い 、 そ れ ら の 情 報 に よ り 自 ら の 意 見 や 思 想 を 実 証 し て い

く 必 要 が あ り ま す 。 そ の た め に は 数 多 く の 本 を 読 み 、 ニ ュ

ー ス に 触 れ 、 知 識 を 増 や し 、 自 ら の 身 体 で の 体 験 ・ 経 験 を

し て い か な け れ ば な り ま せ ん 。 こ こ で 陥 り が ち な の は 、 自

ら の 体 験 を た だ 書 く だ け で 論 理 的 な 主 張 に な る と 思 い 込

む こ と で す 。 も ち ろ ん 皆 さ ん の 経 験 は 皆 さ ん の 経 験 と し

て 重 要 で す 。 で も 別 の 人 が 同 じ 事 象 を 経 験 し て も 、 正 反 対

の 感 慨 を 抱 く 可 能 性 も あ り ま す 。 つ ま り 個 人 の 体 験 を 普

遍 化 す る た め に は 論 理 的 な 力 が 必 要 に な り ま す 。

　 文 章 を 書 く 訓 練 、 そ の た め に 必 要 な 情 報 の 取 得 を 常 日

頃 か ら 取 り 組 む た め 、 小 論 文 を 書 く 力 は 一 朝 一 夕 で 身 に つ

く も の で は あ り ま せ ん 。 逆 に い え ば 皆 さ ん が こ れ ま で 生

き て き て 経 験 し た こ と 、 知 識 と し て 吸 収 し た こ と が 直 接

的 に 表 れ て き ま す 。 そ の 多 様 な 知 識 に 裏 打 ち さ れ た 多 様

な 感 性 は 、 入 学 後 も 必 ず 活 か さ れ ま す 。

出 題 内 容 指 定 の 出 題 テ ー マ に 沿 っ て 提 示 さ れ た 文 章 （ 著 作 物 ・ 新 聞 記 事 ・ コ ラ ム 等 ） を 読 み 、 そ の 内 容 に 触

れ つ つ 自 分 の 考 え を ６ ０ ０ 〜 ８ ０ ０ 字 で 述 べ る

テ ー マ 「 社 会 と 人 間 」（ 全 入 試 共 通 ）

評 価 の ポ イ ン ト 「 思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力 」 を 評 価 す る た め 以 下 の ポ イ ン ト を 重 視 す る

文 章 力 ： 単 な る 読 み や す い 文 章 だ け で は な く 、 論 理 的 な 文 章 を 書 け て い る か

読 解 力 ： 課 題 文 で 書 か れ て い る 主 題 を き ち ん と 理 解 し 、 自 ら の 意 見 を 書 け て い る か

構 成 力 ： 自 分 の 都 合 の い い よ う に 、 強 引 に 理 屈 を こ じ つ け る よ う な 説 を 述 べ る の で は な く 、 課 題

文 と の 連 続 性 の 中 で 文 章 を 書 け て い る か

論 理 展 開 力 ： 自 ら の 感 想 や 体 験 に と ど ま ら な い 普 遍 的 な 視 点 に よ り 、 論 理 的 な 考 察 を 行 え て い る か

大 学 で 用 意 す る も の 解 答 用 紙 （ 原 稿 用 紙 縦 書 き ） 、 下 書 き 用 紙 （ A ３ 、 ２ 枚 ）

受 験 者 が 用 意 す る も の 鉛 筆 ま た は シ ャ ー プ ペ ン シ ル 、 消 し ゴ ム 、 鉛 筆 削 り

※ ２ ０ ２ ４ 年 度 の 出 題 概 要 は 、 「 東 北 芸 術 工 科 大 学 ２ ０ ２ ４ 年 度 学 生 募 集 要 項 」 を ご 確 認 く だ さ い 。

小 論 文

小
論
文
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小
論
文

総 合 型 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 併 願 型 ﹈

以 下 の 文 章 は 、 平 田 オ リ ザ 『 わ か り あ え な い こ と か ら ― コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 と は 何 か 』 （ 講

談 社 ／ ２ ０ １ ２ 年 ） か ら の 抜 粋 で す 。

こ の 文 章 を 読 み 、 「 社 会 と 人 間 」 を テ ー マ に 自 分 の 考 え を 、 ６ ０ ０ 字 〜 ８ ０ ０ 字 で タ イ ト ル を つ

け て 自 由 に 論 じ な さ い 。

問 題

　 人 び と は バ ラ バ ラ な ま ま で 生 き て い く 。 価 値 観 は 多 様

化 す る 。 ラ イ フ ス タ イ ル は 様 々 に な る 。 そ れ は 悪 い こ と で

は な い だ ろ う 。 日 本 人 は こ れ か ら ど ん ど ん と 、 バ ラ バ ラ に

な っ て い く 。

　 し か し 、 人 間 は 社 会 的 な 生 き 物 な の で 、 バ ラ バ ラ な だ け

で は 生 き て い け な い 。 私 た ち は ど う し て も 、 社 会 生 活 を 営

ん で い く う え で 、 地 域 社 会 で 決 め て い か な く て は な ら な

い こ と が あ る 。

　 い ま ま で は 、 少 な く と も 一 九 八 〇 年 代 ま で は 、 遠 く で （ 霞

が 関 で ） 、 誰 か が （ 官 僚 が ） 決 め て く れ て い た こ と に 、 何 と

な く 従 っ て い れ ば 、 い ろ い ろ 小 さ な 不 都 合 は あ っ た と し て も 、

だ い た い 、 み ん な が 幸 せ に な れ る 社 会 だ っ た 。 し か し 、 い ま は 、

自 分 た ち で 自 分 た ち の 地 域 の こ と に つ い て 判 断 を し 、 責 任

を 持 た な け れ ば な ら な い 。 そ の 判 断 を 誤 る と 、 夕 張 市 （ 注 １ ）

の よ う に 自 治 体 で さ え も 潰 れ る 時 代 が 来 て し ま っ た の だ 。

　 た だ 、 こ の 一 点 が 変 わ っ た た め に 、 日 本 人 に 要 求 さ れ て い

る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 の 質 が 、 い ま 、 大 き く 変 わ り つ つ

あ る の だ と 思 う 。 い ま ま で は 、 遠 く で 誰 か が 決 め て い る こ

と を 何 と な く 理 解 す る 能 力 、 空 気 を 読 む と い っ た 能 力 、 あ

る い は 集 団 論 で い え ば 「 心 を 一 つ に 」 「 一 致 団 結 」 と い っ た 「 価

値 観 を 一 つ に す る 方 向 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 」 が 求 め ら

れ て き た 。

　 し か し 、 も う 日 本 人 は バ ラ バ ラ な の だ 。

　 さ ら に 、 日 本 の こ の 狭 い 国 土 に 住 む の は 、 決 し て 日 本 文

化 を 前 提 と し た 人 び と だ け で は な い 。

　 だ か ら 、 こ の 新 し い 時 代 に は 、 「 バ ラ バ ラ な 人 間 が 、 価 値

観 は バ ラ バ ラ な ま ま で 、 ど う に か し て う ま く や っ て い く 能

力 」 が 求 め ら れ て い る 。

　 私 は こ れ を 、 「 協 調 性 か ら 社 交 性 へ 」 と 呼 ん で き た 。

「 平 田 君 は 、 自 分 の 好 き な こ と は 一 生 懸 命 、 集 中 し て 頑 張 る

け れ ど も 、 ど う も 協 調 性 に 欠 け る よ う で す 」 と 小 学 校 一 年

生 か ら 通 信 簿 に 書 か れ て き た よ う な 人 間 が 、 作 家 や 芸 術

家 に な る 。 私 自 身 、 自 分 の 好 き な こ と し か や っ て こ な か っ

た し 、 協 調 性 は な い も の と 自 覚 し て い る 。

　 し か し 、 演 劇 は 集 団 で 行 う 芸 術 な の で 、 演 劇 人 に は 「 社

交 性 」 は あ る の だ 。 私 た ち は 、 幕 が 下 り る ま で は ど ん な 嫌

な 奴 と で も 、 ど う に か し て 仲 良 く す る 。 プ ロ の 世 界 な ど は

ひ ど い も の で 、 舞 台 上 で は 、 「 あ な た が い な け れ ば 死 ん で

し ま う わ 」 と 言 っ て い て も 、 楽 屋 に 帰 れ ば そ っ ぽ を 向 い て

い る 連 中 も た く さ ん い る 。 そ れ で い い 舞 台 が で き る の な ら 、

私 と し て は ま っ た く か ま わ な い 。 こ れ も ま た 「 社 交 性 」 だ 。

　 し か し こ の 社 交 性 と い う 概 念 は 、 こ れ ま で の 日 本 社 会 で

は 「 上 辺 だ け の つ き あ い 」 「 表 面 上 の 交 際 」 と い っ た マ イ ナ ス

の イ メ ー ジ が つ き ま と っ た 。 私 た ち は 、 「 心 か ら わ か り あ う

関 係 を 作 り な さ い 」 「 心 か ら わ か り あ え な け れ ば コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン で は な い 」 と 教 え 育 て ら れ て き た 。

　 し か し も う 日 本 人 は 心 か ら わ か り あ え な い の だ … … と

言 っ て し ま う と 身 も ふ た も な い の で 、 た と え ば 高 校 生 た ち

に は 、 私 は 次 の よ う に 伝 え る こ と に し て い る 。

「 心 か ら わ か り あ え な い ん だ よ 、 す ぐ に は 」

「 心 か ら わ か り あ え な い ん だ よ 、 初 め か ら は 」

　 こ の 点 が 、 い ま 日 本 人 が 直 面 し て い る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

観 の 大 き な 転 換 の 本 質 だ ろ う と 私 は 考 え て い る 。

　 心 か ら わ か り あ え る こ と を 前 提 と し 、 最 終 目 標 と し て コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と い う も の を 考 え る の か 、 「 い や い や 人 間

は わ か り あ え な い 。 で も わ か り あ え な い 人 間 同 士 が 、 ど う

に か し て 共 有 で き る 部 分 を 見 つ け て 、 そ れ を 広 げ て い く こ

と な ら で き る か も し れ な い 」 と 考 え る の か 。

「 心 か ら わ か り あ え な け れ ば コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン で は な い 」

と い う 言 葉 は 、 耳 に 心 地 よ い け れ ど 、 そ こ に は 、 心 か ら わ

か り あ う 可 能 性 の な い 人 び と を あ ら か じ め 排 除 す る シ マ

国 ・ ム ラ 社 会 の 論 理 が 働 い て は い な い だ ろ う か 。

（ 注 １ ） 「 夕 張 市 」 ： 北 海 道 夕 張 市 は 、 石 炭 産 業 か ら 観 光 産 業 へ の 転 換 に

失 敗 し 、 ２ ０ ０ ６ 年 に 財 政 破 綻 を 表 明 し た 。

※ 文 章 は 著 作 権 の 問 題 に よ り 公 開 で き ま せ ん 。
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参 考 解 答

評 価 ポ イ ン ト

　 人 間 関 係 に つ い て 書 か れ た 文 章 な の で 、 自

分 自 身 の 経 験 を 具 体 例 と し て 挙 げ た く な り ま

す が 、 そ れ だ け で 終 わ っ て し ま う と 単 な る 自

分 語 り に な っ て し ま い ま す の で 注 意 が 必 要 で

す 。 著 者 が 人 間 関 係 の 変 化 を 通 じ て 日 本 の 社

会 や 文 化 を 見 つ め よ う と し て い る 点 を 見 落 と

さ な い よ う に し ま し ょ う 。 参 考 解 答 は 、 課 題 文

の キ ー ワ ー ド で あ る 「 協 調 性 と 社 交 性 」 の 違 い

を 正 し く 把 握 し て い る 点 や 、 個 人 的 な 経 験 を

社 会 一 般 に 応 用 で き る 射 程 の 広 い 話 と し て 構

成 し て い る 点 が 評 価 で き ま す 。

共 鳴 す る 対 話

　 か つ て の 日 本 は 、 協 調 性 を 重 視 し て い た 。 こ こ で 言 う 協

調 性 と は 、 直 接 的 な 関 わ り の な い 他 者 が 決 め て い る こ と を

把 握 し 、 常 に 空 気 を 読 み な が ら 周 り に 従 っ て い く こ と を 意

味 す る 。 そ れ に 対 し こ れ か ら の 日 本 は 、 社 交 性 を 重 視 す る

だ ろ う 。 と い う の も 、 価 値 観 の 差 異 を 理 解 し た 上 で 、 折 り

合 い を つ け て い く こ と が 、 多 様 化 し た 社 会 に 必 要 だ か ら だ 。

　 私 は 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 、 心 か ら わ か り あ え る こ と を

前 提 と し た 最 終 目 標 と は 考 え て い な い 。 価 値 観 の 相 違 に よ

る 小 さ な 摩 擦 を 繰 り 返 し て い く 過 程 こ そ 、 ひ と つ の コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン だ と 思 う か ら だ 。

　 そ も そ も 「 心 か ら わ か り あ う 」 と は 何 か 。 私 が 価 値 観 や

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と い う 言 葉 に 敏 感 に な っ た の は 、 学 外 の

寮 で の 経 験 だ 。 他 校 の 高 校 生 、 大 学 生 、 社 会 人 と 寝 食 を 共

に し た 三 か 月 間 は 、 た く さ ん の 違 い に 出 会 い 続 け た 日 々 だ

っ た 。「 多 様 な 価 値 観 」 と い う 言 葉 は 、 あ ら ゆ る と こ ろ で 叫

ば れ て い る が 、 価 値 観 と は 、 言 い 換 え れ ば 「 そ の 人 の 中 の

当 た り 前 」 で あ り 、 人 生 そ の も の だ と 気 づ い た 。 だ か ら 違

う こ と が 当 然 で 、 む し ろ そ の 中 に 小 さ な 共 通 項 を 見 つ け

る こ と は 奇 跡 の よ う な も の だ と 思 う 。 出 会 っ て す ぐ に わ

か り あ え た と 思 う の は 、 早 く に 共 感 が 生 ま れ た だ け で 、 な

か な か わ か り あ え な い と 思 う の は 、 対 立 で は な く 、 共 鳴 す

る 点 が 隠 れ て い る だ け で は な い か 。

　 だ か ら こ そ 、 共 通 項 を 見 出 す 努 力 は し 続 け な け れ ば い

け な い 。 そ の た め に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 過 程 と し て 必 要

な の だ 。 ま ず は 、 対 話 の 中 で 、 自 分 を 開 き 、 相 手 を 開 か せ て 、

異 な る と い う 事 実 を 「 受 け 止 め る 」 こ と 、 そ し て 次 に 、 自 己

と 他 者 の 考 え や 思 い を 言 語 化 し な が ら 「 受 け 入 れ る 」 こ と だ 。

　 協 調 性 か ら 社 交 性 へ 、 一 見 す る と 人 々 が バ ラ バ ラ に な っ て

い く よ う だ が 、 他 者 の 価 値 観 、 即 ち 人 生 に 触 れ 続 け る 努 力

さ え す れ ば 、 む し ろ 本 質 的 な 繋 が り は 強 ま る 。 そ れ は 、 み

ん な が 幸 せ に な れ る 社 会 に つ な が る だ ろ う 。

小
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文
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一 般 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 前 期 ・ 専 願 型 ﹈

大 学 入 学 共 通 テ ス ト 利 用 入 学 試 験 ﹇ 1 科 目 利 用 ﹈

以 下 の 文 章 は 、 原 田 多 加 司 『 職 人 暮 ら し 』（ 筑 摩 書 房 ／ ２ ０ ０ ５ 年 ） か ら の 抜 粋 で す 。

こ の 文 章 を 読 み 、 「 社 会 と 人 間 」 を テ ー マ に 自 分 の 考 え を 、 ６ ０ ０ 字 〜 ８ ０ ０ 字 で タ イ ト ル を つ

け て 自 由 に 論 じ な さ い 。

問 題

と 案 外 脆
も ろ

い も の で 、 そ の 徴 候 は ま ず 末 端 の 現 場 に あ ら わ

れ る 。 私 た ち の 世 界 が 次 第 に 重 層 化 し 、 ひ た す ら 専 門 化 ・

分 業 化 し て 、 末 端 ま で の 一 元 的 な 管 理 が 難 し く な っ て き た

時 期 と 、 そ れ は 一 致 し て い る 。

　 戦 後 、 特 に 高 度 成 長 期 以 降 の わ が 国 の 建 築 の 歴 史 は 、

有
あ り て い

体 に い え ば 建 築 職 人 の 矜
き ょ う じ

持 （ 注 ３ ） を な し く ず し に し て

い っ た 過 程 で も あ っ た 。 画 一 化 と 合 理 化 の 果 て に 、 工 夫 す る

こ と す ら 許 さ れ な い ま ま 、 一 個 の 部 品 と し て 元 請 、 下 請 、 孫

請 と い っ た 重 層 構 造 の 中 で 喘
あ え
い で い る 現 状 が あ る こ と も 、

多 く の 人 に 知 っ て ほ し い 。

　 職 人 は 芸 術 家 や そ の 道 の 大 家 な ど で は な く 、 ま し て 趣

味 や 道 楽 で 何 か を し て い る わ け で は な い 。 生 き る た め に

否 応 な く 技 を 身 に つ け 、 家 族 を 養 う た め に 生
な り わ い
業 と し た だ

け で あ る 。 だ か ら こ そ 一 層 熟 練 の 技 術 と 経 験 が 大 切 だ っ た

の で あ る 。 。

（ 注 １ ） 「 乾 式 キ ャ ス ト 」 ： 工 場 で 生 産 さ れ た パ ネ ル

（ 注 ２ ）「 キ サ ゲ 」 ： 表 面 を 平 ら に 仕 上 げ る た め の ノ ミ 状 の 工 具

（ 注 ３ ）「 矜 持 」 ： プ ラ イ ド 、 誇 り

　 わ が 国 で は 古 来 よ り 「 技 の 国 、 匠 の 国 」 を 自 負 し て き た し 、

わ が 国 固 有 の 伝 統 技 術 の 中 に 外 来 の 流 れ を 取 り 込 ん だ う え

で 、 残 す べ き も の を 普 遍 的 な か た ち と し て 結 晶 化 し て き た 。

と こ ろ が 昨 今 の よ う に 、 過 去 を 劣 っ た も の と か 遅 れ た も の

と し か 考 え ら れ な い 時 代 が 続 く と 、 「 故
ふ る

き を 温
た ず

ね 、 新 し き

を 知 る 」 と い っ た 悠 長 な こ と は や ら な い の か 、 歴 史 の 底 流 に

蓄 積 さ れ て い る は ず の 潜 在 的 な 技 術 力 が 見 落 と さ れ て い る

よ う で あ る 。

　 技 術 社 会 の 基 盤 の 劣 化 は 、 今 や あ ら ゆ る と こ ろ で 見 る こ

と が で き る 。 進 ん だ ハ イ テ ク 技 術 が あ る 一 方 で 、 企 業 ぐ る み

の ミ ス や 手 抜 き 、 は な は だ し き は 犯 罪 的 行 為 ま で が 頻 発 す る 。

誰 も が 起 こ っ た 問 題 に 積 極 的 に 責 任 を 取 ろ う と せ ず 、 ト ッ

プ が 自 己 保 身 に 汲 々 と し て 責 任 を 部 下 に 押 し つ け た り 、 下

請 に 転 嫁 し て 平 然 と し て い る 例 も 多 く な っ た 。 こ う な る と 、

人 々 が 長 く 拠 り 所 と し て き た 社 会 相 互 の 信 頼 が 揺 ら ぎ 、 安

全 も 遠 の く 。 多 く の シ ス テ ム を 支 え て き た は ず の モ ラ ル や

ル ー ル の 衰 退 も 著 し く な っ て き た 。

　 時 を 経 た 職 人 の 技 術 と て 例 外 で は な く 、 大 工 と い っ て も

今 や 工 場 で 一 括 生 産 さ れ た 外 壁 パ ネ ル や 軽 量 鉄 骨 、 加 工 さ れ

た 木 材 を プ ラ モ デ ル の よ う に 組 み 立 て る だ け だ 。 ま た 左 官 も 、

タ イ ル 貼 り や 乾
か ん し き

式 キ ャ ス ト （ 注 １ ） の 補 修 、 土 間 の コ ン ク リ ー

ト 打 ち や 吹 付 防 水 と い っ た 工 業 化 住 宅 の 補 完 作 業 に 追 い 捲
ま く

ら れ る ば か り で 、 ま と も な 塗 り 壁 と か 漆
し っ く い
喰 を 扱 う と い う 左

官 本 来 の 仕 事 は 激 減 し て い る 。 こ れ ら の 仕 事 な ら は っ き り

言 っ て 熟 練 技 能 者 は 必 要 で は な い 。

　 工 業 社 会 で は 一 九 九 〇 年 代 に 入 っ て 大 量 生 産 ・ 大 量 消 費

を 前 提 と し た も の づ く り か ら 、 多 品 種 少 量 生 産 に 移 行 す る

過 程 で 、 熟 練 し た 工 場 労 働 者 が 見 直 さ れ は じ め た と い う 意

見 も あ る 。 事 実 、 中 小 の 町 工 場 で も 、 大 企 業 が な し 得 な か っ

た 先 端 技 術 の 分 野 で 、 華 々 し い 成 果 を 挙 げ る 例 も 見 ら れ る

よ う に な っ て き た 。 こ れ ら は い ず れ も 工 場 主 自 ら が 技 術 者

で 、 一 定 の 経 験 を 持 っ て 自 ら 図 面 を 引 き 、 機 械 を 使 い こ な せ

る タ イ プ で あ る こ と が 大 き い 。 時 に は ヤ ス リ や キ サ ゲ （ 注 ２ ）

を 使 い 、 組 立 て も す る か ら こ そ 、 従 業 員 も 一 目 置 く の で あ る 。

　 と こ ろ が 建 築 の 現 場 で は 、 こ の 熟 練 技 術 再 評 価 の 動 き が

一 部 を 除 い て 未 だ に 見 ら れ な い 。 職 人 な ど と い う 仕 事 を 長

く し て い る と 、 昨 今 の 現 場 レ ベ ル の 低 下 に は 深 刻 な も の が

あ る と つ い つ い 考 え て し ま う 。 そ れ は 伝 統 建 築 の 世 界 で も

同 じ こ と で 、 基 本 的 な 構 造 や 準 拠 す べ き 枠 組 が 揺 ら ぎ 出 す
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評 価 ポ イ ン ト

　 参 考 解 答 は 、 「 技 の 国 、 匠 の 国 」 を 自 負 し て

き た 日 本 が 、 高 度 成 長 期 を 経 て 画 一 化 と 合 理

化 の 果 て に 職 人 が あ え い で い る 状 況 を 理 解 し 、

そ の 上 で こ の よ う な 状 況 が 続 く こ と に よ る 日

本 の 行 く 末 を 示 唆 し て い ま す 。 さ ら に 「 新 し さ 」

と 「 古 さ 」 を 掛 け 合 わ せ て 高 次 な も の へ と 発 展

さ せ る 視 点 を 提 示 し 、 伝 統 が 残 り 続 け 守 ら れ

て き た 意 味 を 問 い 直 す 必 要 性 に 繋 げ て 素 直 に

記 述 し て い る 点 が 評 価 で き ま す 。

「 伝 統 」 の 持 つ 力

　 日 本 と い う 小 さ な 国 が 、 長 い 歴 史 を 持 ち こ こ ま で 続 い て

き た の は 、 固 有 の 「 技 」 や 「 伝 統 」 を 守 り 進 化 さ れ る こ と で

独 自 の 強 い 基 盤 を 育 て て き た か ら な の で は な い だ ろ う か 。

先 人 達 の 生 き る 知 恵 と 外 部 の 流 れ を 取 り 込 み 、 新 し い 「 伝

統 」 を 生 み 出 す こ と が 、 未 来 を つ く る 力 と な っ て い た 。

　 し か し 、 現 代 は ど う で あ ろ う か 。 最 新 の 技 術 ・ ハ イ テ ク

に 気 を と ら れ 、 利 便 性 や 効 率 ば か り が 注 目 さ れ て い る 。 合

理 化 さ れ た 社 会 に は 、 先 人 の 様 々 な 知 恵 や 歴 史 、 思 い が 込

め ら れ た 「 伝 統 」 は 要 ら な い の で あ る 。 現 に 、 日 本 で も 多 く

の 「 伝 統 」 は 失 わ れ 、 文 化 ・ 産 業 が 衰 退 の 危 機 に さ れ さ れ

て い る の に も 関 わ ら ず 、 多 く の 人 は 関 係 の な い も の と し 、

新 し い 便 利 な も の に 流 さ れ て い く 。 こ う し た 現 状 が 続 け ば 、

日 本 は 「 日 本 」 と い う 個 性 を 失 い 、 世 界 と い う 大 き な 社 会 の

中 に 埋 没 し て し ま う 。 独 自 の 文 化 を 失 い 、 画 一 化 し て し ま

っ た 「 無 個 性 」 な 存 在 は 代 わ り が き く も の と さ れ 、 必 要 と

さ れ な く な る 。 ま た 、 合 理 化 が 追 求 さ れ た 社 会 と い う も の

は 弱 い 。 な ぜ な ら 、 合 理 的 で 完 全 と さ れ た 社 会 に ほ こ ろ び

が 生 ま れ た 時 に 、 修 復 す る 知 恵 も 土 台 と な る 歴 史 も 持 ち

得 な い た め に 壊 れ て し ま う か ら だ 。

　 断 じ て 、 新 し い も の を 取 り 込 む こ と が 悪 い の で は な い 。

新 し い も の を 手 に 入 れ よ う と す る あ ま り 、 古 い も の を 捨

て て し ま う と い う 点 が 問 題 な の だ 。「 新 し さ 」 と 「 古 さ 」 を

掛 け 合 わ せ て 弁 証 法 的 に 高 次 な も の へ と 発 展 さ せ る こ と

が 求 め ら れ て い る 。

　 日 本 の 伝 統 、 守 っ て き た 職 人 、 技 術 を 失 う こ と は 日 本 の

歴 史 と 未 来 を 失 う こ と に 他 な ら な い 。 何 故 「 伝 統 」 は 残 り

続 け た の か 、 守 ら れ て き た の か 、 そ の 意 味 に 向 き 直 す 時 期

が 来 た 。 日 本 に 住 む 一 人 ひ と り が 、 「 伝 統 」 を 守 り 発 展 さ せ

て い く 関 係 者 と し て 生 き る こ と が 日 本 を 未 来 に 繋 げ て い

く た め に 必 要 だ 。

参 考 解 答
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 一 般 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 後 期 ﹈

以 下 の 文 章 は 、 田 中 大 介 （ ２ ０ １ ３ 年 ）「 味 覚 の ト ポ グ ラ フ ィ ー 〔 ラ ー メ ン 屋 〕 」 、 近 森 高 明 ・ 工 藤

保 則 編 『 無 印 都 市 の 社 会 学 』（ 法 律 文 化 社 ） か ら の 抜 粋 で す 。

こ の 文 章 を 読 み 、 「 社 会 と 人 間 」 を テ ー マ に 自 分 の 考 え を 、 ６ ０ ０ 字 〜 ８ ０ ０ 字 で タ イ ト ル を つ

け て 自 由 に 論 じ な さ い 。

問 題

　 〈 ラ ー メ ン 〉 を め ぐ る 欲 望 の 特 異 性 は 、 い つ で も ・ ど こ で

も ・ す ば や く ・ 同 じ よ う な も の を 摂 取 で き る フ ァ ス ト フ ー

ド 的 な 食 文 化 で あ り な が ら 、 そ れ に 収 ま ら な い 過 剰 さ を

備 え て い る と こ ろ だ ろ う 。 社 会 学 者 の ジ ョ ー ジ ・ リ ッ ツ ァ

は 、 マ ッ ク ス ・ ウ ェ ー バ ー の 合 理 化 論 を 受 け 継 ぎ 、 近 代 社 会

に お け る 効 率 化 ・ 画 一 化 の 消 費 領 域 へ の 拡 張 を 「 マ ク ド ナ

ル ド 化 （ 注 １ ） 」 と よ ん で い る 。

　 ラ ー メ ン チ ェ ー ン 店 の 拡 大 や イ ン ス タ ン ト ラ ー メ ン の 工

場 生 産 は 、 「 マ ク ド ナ ル ド 化 」 と い う こ と が で き る 。 し か し 、

少 な か ら ず 存 在 す る 「 き れ い 」 と は い え な い 店 舗 へ の 長 時

間 の 行 列 、 ま た 店 ご と に 異 な る 注 文 や カ ス タ マ イ ズ の 仕 方

（ こ う し た 注 文 の 仕 方 は 「 呪 文 」 と い わ れ る こ と も あ る ） の

わ か り に く さ は 、 反 ‐ 合 理 主 義 的 と さ え い え る 。 ま た チ ェ

ー ン 店 の み な ら ず 、 暖 簾 分 け と い う シ ス テ ム が 残 存 し 、 有

名 ラ ー メ ン 店 主 が カ リ ス マ 化 し て い く 過 程 （ ご 当 地 ラ ー メ

ン な ら ぬ 「 ご 当 人 ラ ー メ ン 」 と 呼 ば れ る ） は 、 ど ん な 人 で も

入 れ 替 え 可 能 な マ ニ ュ ア ル 化 さ れ た 匿 名 的 な 非 ‐ 熟 練 労 働

だ け で は な く 、 作 り 手 の 固 有 名 と イ ン フ ォ ー マ ル な つ な が

り に よ っ て 維 持 さ れ る 熟 練 労 働 の 要 素 を 含 む 。 ラ ー メ ン と

い う 外 食 産 業 は 、 「 マ ク ド ナ ル ド 化 」 と い う 効 率 化 ・ 画 一 化

過 程 を 取 り 込 み な が ら 、 そ こ に 収 ま ら な い 過 剰 さ の な か

で 進 展 し て き た の で あ る 。

　 た だ し 、 そ う し た 過 剰 さ も ま た 、 大 量 生 産 さ れ る 。 た と

え ば 、 チ ェ ー ン 店 の よ う な 「 い つ で も ど こ で も 同 じ 」 と い う

イ メ ー ジ と は 異 な る イ メ ー ジ を 演 出 す る た め に 手 書 き の

文 字 ・ イ ラ ス ト 、 古 び た 材 木 、 木 造 の 内 装 を 用 い て 「 手 作

り 感 」 や 「 温 か み 」 を 売 り に す る ラ ー メ ン 屋 が あ る 。 ほ か な

ら ぬ ラ ー メ ン 博 物 館 （ 注 ２ ） の 内 装 は そ の 実 例 と い え よ う 。

し か し 、 「 手 作 り 感 」 が あ り 、 「 温 か み 」 の あ る ラ ー メ ン 屋 の

外 観 ・ 内 装 こ そ 、 い つ で も ど こ で も み ら れ る よ う に な っ て

は い な い だ ろ う か 。 実 際 、 こ う し た 店 舗 イ メ ー ジ の ト ー タ

ル な 演 出 手 法 は 、 コ ン サ ル タ ン ト や プ ロ デ ュ ー サ ー と よ ば

れ る 人 び と や 企 業 に よ っ て 生 産 さ れ 、 ラ ー メ ン 屋 の 開 業 ・

経 営 マ ニ ュ ア ル に も 掲 載 さ れ て い る 。

　 た と え ば あ る 開 業 マ ニ ュ ア ル に よ る と 、 「 外 観 に お け る

お い し さ 感 」 の 演 出 と よ ば れ る 項 目 が 設 定 さ れ 、 ① 暖 色 系

の 色 使 い 、 ② ３ ０ ０ 〜 ５ ０ ０ ル ク ス く ら い の 照 明 、 ③ 木 目 、

塗 り 壁 な ど 天 然 の 素 材 感 、 ④ 調 理 が 実 演 さ れ る オ ー プ ン キ

ッ チ ン 、 ⑤ こ だ わ り や 理 念 、 歴 史 を 書 い た 文 章 の 掲 出 、 ⑥

手 書 き の Ｐ Ｏ Ｐ （ 注 ３ ） と い う 手 法 が 紹 介 さ れ て い る 。

　 上 記 の マ ニ ュ ア ル に よ れ ば 、 消 費 者 は 、 高 い 批 評 精 神 を

も た な く と も 、 な ん と な く そ う し た 雰 囲 気 を 察 知 し な が

ら 、 「 う ま い ／ ま ず い 」 を 判 定 し 、 入 店 す る と さ れ る 。 ラ ー

メ ン の 選 別 ・ 分 類 ・ 更 新 と い う 作 法 と 感 覚 を い っ た ん 身 に

つ け た 消 費 者 は 、 お い し い ラ ー メ ン 屋 を も と め 、 つ い 評 論

家 の よ う に ふ る ま っ て し ま う 。 そ ん な ラ ー メ ン 屋 の 過 剰 さ

を 読 み と ろ う と す る ラ ー メ ン 好 き の 振 舞 い の 可 笑 し さ 、 そ

し て あ る 種 の 「 キ タ な さ 」 や 「 殺 伐 と し た 雰 囲 気 」 を 許 容 し 、

味 覚 の 刺 激 を 突 出 さ せ る こ と も あ る ラ ー メ ン 屋 と い う 業

態 の 特 異 性 を 表 現 し て い る の は 、 「 き た な い ラ ー メ ン 店 ほ

ど お い し い 」 と い う 神 話 だ ろ う 。 生 産 者 は 、 そ う し た 消 費

者 の 「 外 し た く な い 」 と い う 欲 望 と 方 法 を 逆 手 に と っ て 、 外

食 産 業 と し て ま も る べ き 「 清 潔 さ 」 を 踏 み 外 さ な い 程 度 の

過 剰 さ を ま と っ た 「 お い し さ 感 」 の 演 出 を マ ニ ュ ア ル 化 す る 。

し か し 、 た と え ば 上 記 の よ う な 外 観 ・ 内 装 が 、 そ の プ ロ デ

ュ ー ス を 手 掛 け た 会 社 の 名 前 を 取 っ て 「 パ シ オ 系 （ 注 ４ ） 」 と

い わ れ る よ う に 、 ラ ー メ ン マ ニ ア は そ の よ う な マ ニ ュ ア ル を

ふ た た び 新 た な パ タ ー ン と し て 読 み 解 き 、 凡 庸 化 す る 。 ラ

ー メ ン の 生 産 者 と 消 費 者 は 、 そ う し た 〈 ラ ー メ ン 〉 と

い う 可 能 性 を 広 げ る お わ り な き ゲ ー ム を く り 広 げ て い る 。

（ 注 １ ） 「 マ ク ド ナ ル ド 化 」 ： 社 会 が 合 理 性 を 追 求 し 、 フ ァ ス ト フ ー ド 店 の

特 徴 ・ 原 理 を 導 入 し 、 多 く の 分 野 で 活 用 さ れ て い る 状 態 を 言 う

（ 注 ２ ） 「 ラ ー メ ン 博 物 館 」 ： 神 奈 川 県 に あ る ラ ー メ ン に 関 す る フ ー ド テ

ー マ パ ー ク 。 正 式 名 称 は 「 新 横 浜 ラ ー メ ン 博 物 館 」 。 全 国 の 有 名

店 舗 が 出 店 し て い る だ け で な く 、 体 験 フ ロ ア や ミ ュ ー ジ ア ム シ

ョ ッ プ も あ る 。

（ 注 ３ ） 「 Ｐ Ｏ Ｐ 」 ： 店 頭 に 置 く 広 告 物 な ど を 指 し 示 す 。 多 く の 場 合 、 販

売 促 進 の た め に 制 作 さ れ た 看 板 や の ぼ り 、 パ ネ ル な ど を 意 味

す る 。

（ 注 ４ ） 「 パ シ オ 系 」 ： 株 式 会 社 パ シ オ が 手 掛 け た 店 の こ と を 意 味 す る 。

手 書 き の よ う な 書 体 が 使 わ れ た 看 板 な ど 共 通 す る デ ザ イ ン が

特 徴 的 で あ る 。

小
論
文
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合 理 化 と 人 間 の 欲 求

　 私 は 、 こ れ か ら の 社 会 で 合 理 化 が 進 み 続 け た と し て も 、

人 間 は 己 の 欲 求 を 失 わ な け れ ば 合 理 化 の 波 に 自 我 を 見 失

う こ と は な い と 考 え る 。 合 理 化 の 波 と は 具 体 的 に 、 マ ニ ュ

ア ル 化 や 機 械 化 な ど 、 急 速 に 進 む 人 間 社 会 の あ ら ゆ る 「 無

駄 」 を 切 り 離 す 風 潮 を 指 す 。 例 え ば 、 山 の 土 地 の 広 さ を 「 無

駄 」 と し 、 山 自 体 に 価 値 を つ け る 個 人 の 意 志 を 大 勢 の 人 の

承 認 に よ っ て 見 え な く し て ソ ー ラ ー パ ネ ル を 幾 枚 も 並 べ る

こ と な ど が 挙 げ ら れ る 。 便 利 に す る と い う 考 え 方 を 敵 視

し た い わ け で は な い が 、 合 理 的 な 考 え の 為 に 人 間 の 意 志 を

失 く す の は 人 間 社 会 と し て の 存 在 が 危 う く な る だ ろ う 。

　 そ ん な 合 理 的 な 波 が 荒 く な っ た 昨 今 に 、 一 人 の 人 間 と し

て 考 え 方 も 感 情 も 非 合 理 性 も 大 事 に 抱 え て 生 き て い く た

め に は 、 や は り 欲 求 が カ ギ と な る だ ろ う 。 欲 と は 生 物 の 持

つ 非 合 理 の 塊 で あ る 。 人 間 は 特 に 承 認 欲 求 な ど 非 常 に 複 雑

な 欲 を 持 つ 。 し か も そ れ は 個 体 差 が 顕 著 に 出 る た め 、 人 間

の 欲 の 定 義 は 出 す こ と が で き な い 。 フ ァ ス ト フ ー ド の 出 現

に よ っ て 人 間 の あ る 程 度 の 好 み を 定 め 、 効 率 化 を 実 現 さ せ

た よ う に 思 え る が 、 文 章 の よ う に 個 人 の 欲 を 満 た す た め

に は マ ニ ュ ア ル 化 の で き な い 過 剰 さ も 必 要 で あ る 。 こ の 過

剰 さ は 生 産 者 と 消 費 者 の お わ り な き 対 抗 に よ っ て 最 後 ま

で 定 義 す る こ と も で き な い だ ろ う 。 人 間 の 欲 の 難 解 さ が

留 ま ら な い 限 り 、 そ の 合 理 化 も 難 し い 。

　 人 間 が 社 会 の 合 理 化 の 波 に さ ら わ れ な い 為 に は 合 理 化

の 手 の 届 か な い と こ ろ に 自 分 を 置 い て お く 必 要 が あ る だ

ろ う 。 ラ ー メ ン マ ニ ア の よ う に 自 分 の 欲 に 対 す る こ だ わ り

や 研 究 を 止 め ず 、 果 て し な く 分 析 す る こ と で 、 合 理 化 や 機

械 化 の ぬ る ま 湯 に ど っ ぷ り と つ か り 、 自 我 を 失 う 暇 は な く

な る だ ろ う 。

参 考 解 答

評 価 ポ イ ン ト

　 さ す が に 「 私 の 好 き な ラ ー メ ン 屋 」 が 解 答 に

書 か れ る こ と は な か っ た が 、 多 く の 人 は 課 題

文 か ら 抽 出 し た テ ー マ と の 距 離 感 を つ か み そ

こ ね て い る ケ ー ス が 非 常 に 多 か っ た 。 ほ ん の わ

ず か な ポ イ ン ト を 大 き く 引 き 伸 ば し て 、 自 分

自 身 の 考 え を 述 べ る だ け に 終 始 し て い る ケ ー

ス が 散 見 さ れ た の で あ る 。 課 題 文 自 体 は ラ ー メ

ン 屋 に つ い て 述 べ て い る だ け で は な く 、 マ ク ド

ナ ル ド 化 を 踏 ま え て 送 り 手 と 受 け 手 が 双 方 向

的 に 文 化 を 醸 成 し て い く 様 子 が 書 か れ て い る 。

そ の な か で 参 考 解 答 は 「 合 理 化 」 だ け で は な く

「 欲 求 」 と い う 点 も 引 き 付 け て 、 持 論 を 立 体 的

に 構 築 し て い る 点 が 評 価 で き る 。
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デッサン

●アドバイス
モチーフは日用雑貨としてみなさんが日頃から目にしてい
るモノです。普段目にしているモノだからこそ改めてしっか
り観察する事から始めてみてください。また、モノと人（手）
がどのように接しているのかも観察してみましょう。そして、
沢山描いてみることが大切です。デッサンの評価ポイント
は「観察」「構成」「描写」の３つです。この評価ポイントに従
って描いてみましょう。

（1）観察
「観察」のポイントは、モチーフが持っている情報を収集し、
それがどういうモノなのかを理解できているか？です。手
は骨格や筋肉のつき方など、皮膚の下にある構造を意識
することが必要です。各指の太さや長さ、手のひらの大き
さ、厚み、手首と腕の長さなど、それぞれの比率も重要なポ
イントです。また皮膚や爪などの質感表現は、「手らしさ」を
表す大切な部分です。日用雑貨も同じように構造的な観察
を行ってください。紙コップなどのモチーフは形や比率の正
確さが特に重要です。またコップの縁の膨らみや紙の薄さ、

持ったときの軽さ、ロープの柔らかさなど、その物らしさを
表す部分を見落とさないようにしましょう。

（2）構成
「構成」のポイントは、モチーフの組み合わせ方、そしてそれ
らを画面にどのように描いているか？です。まず手と日用
雑貨の組み合わせ方が重要です。モチーフそれぞれの「ら
しさ」が出るポーズ、アングル、組み合わせた時に立体的な
空間を作れているか等を注意深く確認しましょう。次に画
面にどのように配置するかですが、大き過ぎず、小さ過ぎず、
画面の余白との関係をしっかり確認して位置を決めましょう。

（3）描写
「描写」のポイントは、観察し構成したモチーフがしっかり
描き込まれているか？です。そのためには光の方向を定め、
陰影のつき方に矛盾が起きないようにしましょう。また、モ
チーフの手前と奥の描き込み密度、鉛筆の濃淡の使い分け、
観察や構成から得られた事を整理して描き込むようにしま
しょう。

出題内容 鉛筆によるデッサン
モチーフ：日用雑貨と手（片手・両手いずれも可）（全入試共通）

評価のポイント 「思考力・判断力・表現力」を評価するため、以下のポイントを重視する
観察力：形、質、色などモチーフが持っている情報をどれだけ多く得られているか
構成力：モチーフの組み合わせ方、画面にどのように描いているか
描写力：観察して構成したものをしっかり描いてモチーフの特徴が第三者にも判るか

大学で用意するもの B3画用紙、下書用紙（A3、2枚）

受験者が用意するもの
（使用可能用具）

鉛筆デッサン用具一式、カルトン（画板）またはパネル、カルトン用クリップ、フィキサチーフ（定着液は
試験終了時に限って使用可）
使用可：鉛筆（シャーペン可）、消しゴム（練り消しゴム含む）、鉛筆削り用具（カッター含む）、デッサ
ンスケール（デスケル）、擦筆、羽ぼうき（製図用ブラシ含む）、はかり棒、定規、ティッシュおよびガ
ーゼ（袋から出して使用）

※2024年度の出題概要は、「東北芸術工科大学 2024年度 学生募集要項」をご確認ください。

試験時間 180分

デ
ッ
サ
ン
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与えられたモチーフと、それを持つ手をデッサンしな
さい。なお、手は片手でも両手でも構わない。
モチーフ：輪ゴム

総合型選抜入学試験［併願型］

参考解答

問題

評価コメント
手とモチーフとの関係がよく考えられ
ており、構成の狙いを明確に打ち出し
ています。有機的な手を大きく背景に
回し、直線的にピンと張った輪ゴムを
画面の中央に配置しながら、手と輪ゴ
ムの特徴をうまく表現しています。全
体的に少しコントラストが強めですが、
手の細かいシワや指に落ちる輪ゴム
の影の描写など、隅々まで意識が行
き届いています。

評価コメント
手前の親指を主役としながら、輪ゴム
のリズム感のある連なりによって全体
が上手くまとめられています。輪ゴム
の厚みまでよく観察している点も高く
評価できます。惜しいのは小指に回り
込むゴムのつながりがズレてしまって
いる点です。また、親指の付け根の描
写の密度をもっと上げることで画面
手前にぐっと迫り出す印象となり、大
きな立体感が出せるでしょう。

36



デ
ッ
サ
ン

評価コメント
逆光の影のコントラストを強めにする
ことで、奥行き感と輪ゴムの透明感
をうまく表現することができています。
輪ゴムは緩んだ状態で指にかかって
いますが、微妙な面のひねりによって
ゴムの柔らかさや収縮性を感じ取る
ことができます。小指側の輪ゴムの
形状がやや不自然なので、面の変化
を陰で明確に描写するとより説得力
が生まれるでしょう。

評価コメント
画面いっぱいに無駄なく配置した構
図により、迫力のある空間を構成して
います。親指の爪とゴムを丁寧に描き
込むことで空間の近景を見る者にし
っかりと意識させ、また親指から小指
への距離感を輪ゴムの幅の変化を使
って表現しています。トップからの光
を丁寧に観察して手や指の立体感を
描き、反射して回り込む光も表現でき
ています。
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評価コメント
輪ゴムで作った三角形が、画面の中
で力強い構図を生み出しています。鉛
筆の濃淡を使い分けて親指のシワを
しっかりと描くことで画面の最近景を
作り出し、コントラストの低いシャドウ
部の中にある薬指と小指も丁寧に描
けています。また手の底部に写る机
からの反射光も観察し、柔らかな丸み
と立体感を表現できています。

評価コメント
モチーフである輪ゴムと指を使って空
間を作っている構図が良く描き表され
ている良いデッサンです。人差し指に
かけた輪ゴムと中指、親指で摘んで
いる部分の描き分けも出来ており欠
点の少ないデッサンといえます。欲を
言えば輪ゴムというモチーフの伸びる
特長をもっと活かしたポーズになって
いると良いでしょう。
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参考解答

与えられたモチーフと、それを持つ手をデッサンしな
さい。なお、手は片手でも両手でも構わない。
モチーフ：ビニールテープ

問題

一般選抜入学試験［前期・専願型］
大学入学共通テスト利用入学試験［1科目利用］

評価コメント
モチーフであるビニールテープが垂れ
下がった様子を描くために手を下向
きにした構図が画面の中に大きな空
間を表している良いデッサンです。し
かしテープのパースとプロポーション
が合っていない点は致命的です。質
感はしっかり描けていますが、モチー
フらしさを表すためには形を合わせる
作業がとても大切です。
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評価コメント
手はハーフトーンを基調として、繊細
に描写しながら全体的に柔らかさが
表現されています。
ビニールテープも光沢やロゴなどの特
徴を上手く拾いながらリアルに迫って
います。どちらも影の調子の付け方に
優れています。一点だけ、親指と重な
っている薬指に矛盾がありますので、
全体を冷静に見直し修正する時間を
もつ必要があります。

評価コメント
ビニールテープと手の配置や大きさ
がバランスよく収まった構図になって
おり、人差し指に向かって引き出され
たテープによって立体的な配置がより
明確に伝わってきます。テープの薄さ
や光沢感、伸び、粘着性などのビニー
ルテープの特徴が、しわや光の反射
によってリアルに表現されており、モ
チーフへの観察と物性の理解の深さ
がうかがえます。
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評価コメント
ガラスと金属で出来ている電球は難
しいモチーフですが、それをしっかり
描くためのポーズと指の位置によって
透明な電球の立体感を表している良
いデッサンです。ただ、手の表現に対
して電球の描き込みがやや弱い点が
残念です。ガラスの写り込みや金属
の質感を描き分けるとより良いデッサ
ンとなります。

参考解答

与えられたモチーフと、それを持つ手をデッサンしな
さい。なお、手は片手でも両手でも構わない。
モチーフ：クリア電球 1点

問題

 一般選抜入学試験［後期］
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水彩画

●総合型選抜入学試験［併願型］ 出題のねらい
一般選抜入学試験［前期・専願型・後期］・大学入学共通テ
スト利用入学試験［1科目利用］ と異なり、限られた数（1～
2点）のモチーフで水彩画の試験を行ないます。対象の構造
を理解し、どこまで対象に迫ることが出来るのかということ
が特に重要です。目前の対象をただ写し取るだけでは無く、
対象の細部まで丁寧に観察して質感を捉えていこうとする
姿勢、また対象の魅力を引き出していく姿勢を重視します。

●総合型選抜入学試験［併願型］ アドバイス
対象の構造を理解し、どこまで対象に迫ることが出来るの
かということを重視します。形態を捉えることはもちろんの
こと、対象の細部まで丁寧に観察して質感を捉えていこう
とする姿勢、そして対象の魅力を引き出そうとする姿勢が
大切です。絵の具における色彩表現においては、自身の色
彩感覚を大切にして、積極的に色を探りながら筆で丹念に
描くことを心掛けてください。
対象を理解した上で、どのように表現するのかということ
を大切にしてください。そのためには日頃から自分が何に
心惹かれるのか、何を伝えたいのかということを問い、制
作に励んでください。

●一般選抜入学試験［前期・専願型・後期］・大学入学共通
テスト利用入学試験［1科目利用］ アドバイス
対象の構造を理解し、どこまで対象に迫ることが出来るの
かということを重視します。形態を捉えることはもちろんの
こと、対象の細部まで丁寧に観察して質感を捉えていこう
とする姿勢、そして対象の魅力を引き出そうとする姿勢が
大切です。構想に対しての感覚も評価のポイントです。与
えられた対象を用いて、明確な意図を示した構図、構成を
期待します。
絵の具における色彩表現においては、自身の色彩感覚を大
切にして、積極的に色を探りながら筆で丹念に描くことを
心掛けてください。
5時間という限られた時間の中で魅力的な画面を作るには、
何を主題とするのかをしっかり見極めて制作することが重
要です。対象を理解した上で、どのように表現するのかと
いうことを大切にしてください。そのためには日頃から自分
が何に心惹かれるのか、何を伝えたいのかということを問い、
制作に励んでください。

試験時間 300分

出題内容 水彩画制作
［試験別モチーフ］
◯総合型選抜入学試験［併願型］：果物、野菜、無機物などの静物1～2点
◯一般選抜入学試験［前期・専願型・後期］・大学入学共通テスト利用入学試験［1科目利用］
　花、果物、野菜、無機物などの静物を数点

評価のポイント 「思考力・判断力・表現力」を評価するため、以下のポイントを重視する
◯総合型選抜入学試験［併願型］
描写力（技術）：対象から得た情報を個々の技術でいかに再現出来ているか
観察力：対象の形態、質感、色をどれだけ捉えることが出来ているか
発想力（独自の視点）：画面上において、対象から得た情報を独自の視点で解釈、表現出来ているか
表現力（色彩表現）：色彩を用いて対象の魅力を表現出来ているか

◯一般選抜入学試験［前期・専願型・後期］・大学入学共通テスト利用入学試験［1科目利用］
描写力（技術）：対象から得た情報を個々の技術でいかに再現出来ているか
観察力：対象の形態、質感、色をどれだけ捉えることが出来ているか
発想力（独自の視点）：画面上において、対象から得た情報を独自の視点で咀嚼、表現出来ているか
構想力（構図）：対象を卓上で組み合わせ、それらを画面上で構築することが出来ているか
表現力（色彩表現）：色彩を用いて対象の魅力をいかに表現出来ているか

大学で用意するもの P12号の水張りパネル

受験者が用意するもの 水彩用具一式、筆洗、鉛筆、消しゴム、鉛筆削り、描画用具

※2024年度の出題概要は、「東北芸術工科大学 2024年度 学生募集要項」をご確認ください。

水
彩
画
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与えられたモチーフを水彩にて描きなさい。
モチーフ：白菜（二分の一）、新聞紙

総合型選抜入学試験［併願型］

参考解答

問題

評価コメント
新聞紙との重なり方に配慮しながらも、
白菜を中央に配置した意欲ある構図
に好感が持てます。白菜においては
形態を理解し、表情や質感、そして彩
色に至るまで、観察がよくいき届いて
います。断面の複雑かつ繊細な表情
を筆で丹念に描写しながらも、実の詰
まった印象を見事に表現することが
出来ました。また、新聞紙の描写にお
いても熱意が伝わってきます。

評価コメント
状況や空間を大事にしていることが
伝わってくる配置構成です。白菜の葉
の表情や新聞紙のきわの扱いには工
夫が見られ、対象の魅力を引き出そう
とする姿勢に好感が持てます。左か
らの光源に設定した状況が美しく感
じられますが、それぞれの表情に淡白
なところがあるようです。デッサンの
段階でしっかりと描写を行い、その上
で色彩表現において質感を考えなが
ら筆でしっかり描写していくと良いで
しょう。
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評価コメント
白菜と新聞紙をシンプルに構成しつ
つ、それぞれの特徴と質感をしっかり
と描写することが出来ています。白菜
の断面と側面の葉の複雑な表情に誤
魔化されない形態の意識を大事にし
ながらも、表情をしっかり観察し、どっ
しりとした量感を表現しています。新
聞紙も、折り目や皺を利用しながら表
情を追うことが出来ています。接地の
意識がもう少しですが、対象を捉えよ
うとする熱意が伝わってきます。

評価コメント
白菜を中央に配置した意欲ある構図
に好感が持てます。白菜の形態を理
解し、表情や質感に至るまで、観察が
いき届いています。複雑な表情を筆
で丹念に描写し、白菜の持つ印象を
表現することが出来ました。新聞紙は
描き切ってはいますが、配置の仕方
が単調なため、折り目をずらしてみた
り、また折り目をつくるなど工夫するこ
とが出来ればさらに表情が豊かな絵
になったでしょう。

水
彩
画
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与えられたモチーフを水彩にて描きなさい。
モチーフ  ： 花（菊１本、スプレー菊２本）、ピーマン２個、

柿１個、さつまいも２本、布１枚、デキャンタ１個

問題

一般選抜入学試験［前期・専願型］
大学入学共通テスト利用入学試験［1科目利用］

参考解答

評価コメント
花と瓶を中心に据え、全体的にバラン
スよく配置された構成です。
花、瓶、柿、さつまいも、ピーマン、布
と異なるそれぞれの対象の特徴をし
っかりと描写し、質感を表現すること
が出来ています。また、彩色において
もそれぞれの色を感じ取りながら豊か
な色彩を表現することが出来ています。
対象の細部まで丁寧に観察していこ
うとする姿勢、対象の魅力を引き出そ
うとする熱意に好感が持てます。 
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評価コメント
花、瓶、野菜果物、布に至るまで、そ
れぞれの対象をしっかりと捉えること
が出来ています。配置構成も吟味さ
れ、 左からの光源に設定した状況が
美しく感じられます。全体を見渡しな
がら部分の観察と対象の魅力を引き
出そうとする姿勢に好感が持てます。
柿やさつまいもの形態の捉え方が単
調なため、アウトラインのかたちを丁
寧に見極めていくと良いでしょう。

評価コメント
全体にバランス良く配置され、ゆった
りとした空間を捉えた秀作です。左か
らの光源を設定の上、対象の配置や
関係性への意識の高さがうかがえます。
花、果物、野菜など、細部まで行き届
いた観察と対象の魅力を引き出そうと
する姿勢に好感が持てます。色彩表
現においても質感を考えながら筆で
丁寧に描き切り、対象に迫ろうとする
姿勢を垣間見ることが出来ます。
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一般選抜入学試験［後期］

与えられたモチーフを水彩にて描きなさい。
モチーフ  ： 啓翁桜1本、ブリキ缶1個、りんご1個、ウド1本、

ビー玉（赤色、青色、緑色）各1個、画用紙（薄青色、薄緑色）
各1枚、缶ジュース１点

問題

参考解答

評価コメント
ブリキ缶を寝かせて、さらに画用紙を
丸め、その工夫によって桜の先端をす
っきりと見せるなど、配置や関係性に
対して意識の高さが窺えます。前景、
中景、後景の捉え方にも好感が持て
ます。桜やウド、りんごなど細部に至
るまで観察が行き届き、それぞれの特
徴や質感がしっかり描写されています。
対象に迫る熱意が伝わってきます。

評価コメント
バランス良く配置され、ゆったりとした
空間を捉えた秀作です。対象の配置
や関係性への意識の高さが窺えます。
色彩表現においても質感を考えなが
ら筆で丹念に描くことで対象に迫る
熱意、気迫を感じます。手前のりんご
は桜との関係を意識しつつ、表情をし
っかり観察し、りんごらしい表情と量
感を表現しています。加工した画用
紙の細部の表現まで丁寧に描写する
姿勢に好感が持てます。
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評価コメント
全体的にバランスよく配置された構
成です。ブリキ缶の上のりんごの形態
をはじめ形の捉え方にはやや難が見
られますが、独自の視点で対象の魅
力を引き出そうとする姿勢に好感が
持てます。それぞれの対象の特徴を
しっかりと描写し、質感と量感を表現
することが出来ています。特に桜は花
のみならず枝や花の付け根、つぼみ
の観察と描写が行き届いています。 
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油彩画

●アドバイス
総合型選抜入学試験［併願型］、一般選抜入学試験［前期・
専願型・後期］・大学入学共通テスト［1科目利用］の各試験
は、それぞれ出題が異なります。　

総合型選抜入学試験［併願型］は、静物モチーフを油彩で描
く課題です。台に布を敷き、自然物や工業製品のモチーフが、
どの角度からも同じに観えるよう公平に配置されています。
描くときに気を付けてほしい重要なポイントは、台とモノの
関係やパースペクティブ、明暗、量感、質感など、基本的な
モノの捉え方です。工業製品である瓶やグラス、ブロックな
どが正確な比率で描けているか、自然物である野菜や果物、
植物がみずみずしく彩り豊かに描けているかなど、モノの
形態や特徴、色彩や存在感を意識することが大事です。ト
リミング（画面を切り取ること）は、モチーフの主役・脇役を
考え、全体的に小ぶりにならないように気をつけて下さい。
その際に背景の面積の空けすぎにも注意しましょう。モチ
ーフは切れ方や配置が不自然にならないように、大きさや
前後関係を考えながら画面の中で多少移動しても構いませ
ん。水平の台にモノが安定して置かれている状況や、空間
の繋がり（手前・中間・奥）を意識して描いて下さい。

一般選抜入学試験［前期・専願型・後期］・大学入学共通
テスト利用入学試験［1科目利用］は、自画像を油彩で描く課

題です。テーマ内容やモチーフの課題に沿って、自身を自由
に描きます。従って総合型選抜入学試験［併願型］に比べて、
より自由で幅広い表現が可能です。自画像と背景との関係
を考慮しながら、ポーズが画面にどのように入るかを意識
して下さい。出題テーマは、具体的な状況イメージを想定し
て、モチーフ課題はそのモノをどのように扱い画面に入れ
るかを考え、自然な状況を意識して描いてください。自画像
の構図は、顔を適度に大きく入れ、角度や動きを意識すると
描くポイントや存在感を演出できますが、アイデア次第で
はそうでなくても構いません。テーマから導かれる物語性や、
モチーフの特性を捉えた個性的なアイデアを考えてみまし
ょう。その際、あまり不自然な状況になり過ぎないように注
意して下さい。支給された鏡を活用し、自身の発想力を最大
限に活かしながら自画像を描いて下さい。

どちらの入試課題も構図は縦横自由です。油絵具（アクリル
絵具も使用可）の素材の特性や色彩、物質感を活かしなが
ら、筆やナイフ、布や指などを工夫して使い、自身の感性を
引き出すよう楽しく描きましょう。しかし5時間の短い試験
時間内ですので、過度なテクニックを求めてはいません。あ
くまで観察を基本に、対象を的確に捉えながら、しっかり描
いて下さい。積極的なアプローチを心がけ、絵心溢れる絵
画制作をして下さい。

出題内容 油彩画制作（アクリル絵の具も可）
◯総合型選抜入学試験［併願型］：静物油彩（Ｆ12号）
　器物、ガラス、野菜、果物など複数のモチーフがセッティングされた状況を描く
◯一般選抜入学試験［前期・専願型・後期］・大学入学共通テスト利用入学試験［1科目利用］：
自画像油彩（Ｆ10号）テーマやモチーフの課題に沿って自画像（自身）を描く

評価のポイント 「思考力・判断力・表現力」を評価するため、以下のポイントを重視する
◯総合型選抜入学試験［併願型］
描画力：対象の形態、質感、色彩を意識し、しっかり描くことが出来ているか
構成力：台上に置かれた複数のモチーフを、適度な大きさで画面上にトリミングし、描くことができ
ているか
空間表現：画面全体のパースペクティブ（遠近感）を把握し、物の前後関係や奥行き、そして背景と
の繋がりが描かれているか

◯一般選抜入学試験［前期・専願型・後期］・大学入学共通テスト利用入学試験［1科目利用］
描画力：対象の形態、質感、色彩を意識し、しっかり描くことが出来ているか
構成力：ポーズやモチーフの画面への入れ方、背景との関係を意識できているか
発想力：出題テーマやモチーフの魅力を引き出すためのアイデアを思考し、自然に表現できているか
素材の扱い：油絵具（アクリル絵具）の素材の特性や、筆やナイフなど画材の扱い方を理解し、活
かせているか

大学で用意するもの ◯総合型選抜入学試験［併願型］：F12号のキャンパス
◯一般選抜入学試験［前期・専願型・後期］・大学入学共通テスト利用入学試験［1科目利用］ ：

F10のキャンパス、鏡

受験者が用意するもの
（使用可能用具）

油彩画用具一式（アクリル絵の具も可）、描画道具

※2024年度の出題概要は、「東北芸術工科大学 2024年度 学生募集要項」をご確認ください。

試験時間 300分

油
彩
画
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総合型選抜入学試験［併願型］

油彩にてモチーフを描きなさい。

問題

参考解答

評価コメント
落ち着いた色調で全体的なまとまり
が感じられる作品です。ステンレスの
筒の写り込みやサッカーボール・縄の
束など細部までしっかり観察・描写
ができており質感に説得力があります。
個々のモチーフを丁寧に描き込み、そ
れぞれに影響し合った色彩が画面に
奥深さを持たせています。奥に置か
れたレンガの接地面を強く描くことで
より奥行きを感じさせる仕上がりとな
りました。

評価コメント
ステンレスの筒の淵に描かれた繊細
なハイライトが金属の薄さを印象的に
見せています。モチーフを大きく入れ
たため、ボールや縄が切れすぎてしま
い形状が伝わりにくくなってしまいま
した。縄の描写に物足りなさはあるも
のの、布のパースが的確に捉えられて
いる為にモチーフに安定感があります。
赤を基調としたハーフトーンの美しい
作品です。
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評価コメント
縄の束やサッカーボールの切り方など、
モチーフがバランス良く配置されて見
やすい構図です。サッカーボールの模
様の黒とステンレスの筒の空洞の影
が描き分けられ、またモチーフが持つ
それぞれの円の形が響き合い、リズミ
カルな印象を与えています。光の方向
がしっかり意識されており、サッカー
ボールの転がりそうな形態や重そうな
縄の束・ステンレスの筒に存在感を
与えています。筒で遮られた縄の楕
円の見えない部分も意識して描けて
いるのも、安定した画面に見えるポイ
ントです。

評価コメント
手前の正面を向いたレンガを切ってし
まった為に一面しか見えず、形状が伝
わりづらい構図になってしまいました
が、ステンレスの筒のコントラストを強
く見せる事で空間の奥へ視線を誘導
できています。陰側の色に多彩な青
味の中間色を見出し、画面をドラマチ
ックに見せています。背景や床に置か
れた布はフラットに塗り込み、モチー
フは絵具を重ねるように描写するなど、
タッチにも差をつけて質感の違いにも
気を配った力作となりました。全体的
に青が染まってしまったのは残念です。
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油
彩
画

評価コメント
温かみのある色調と、伸び伸びとし
た画面が魅力的な作品です。縄の束
とサッカーボールを大きく入れる為に
他のモチーフを切り過ぎてしまい、空
間の広がりは弱くなってしまいました
が、接地面を強く描くことで床の安定
感を表現できています。メインである
縄の描写に物足りなさはありますが、
光が当たるボールや縄の影の色彩表
現に工夫が見られる秀作です。
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油
彩
画

一般選抜試験［前期・専願型］
大学入学共通テスト利用入学試験［１科目利用］

問題

与えられたモチーフを入れて、油彩（アクリル絵具の
使用も可）にて自画像を描きなさい。
モチーフ  ： バナナ1本

参考解答

評価コメント
明快な構図と実直な描写が魅力的な
作品です。吊るされたバナナを見上げ
る視線と、手に持った角材によって対
角線の動きが生み出され、身体の正
面性と響き合う力強い構成となって
います。光の方向をはっきりと意識し
て、明暗と色味の変化や対比を丁寧
に描いており、人物とモチーフの存在
感が際立っています。

評価コメント
濃密な色彩と強い明暗対比が印象的
な作品です。斜めを向いた顔の手前
にバナナを重ねて描き、背景にも小さ
くバナナを描くことで奥行きを効果的
に表現しています。また、目元とマス
クの明暗対比を特に強調することで
鑑賞者の視線を集中させる工夫がな
されています。身体部分の立体感を
意識できるとより説得力を持たせるこ
とができたでしょう。
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油
彩
画

評価コメント
バナナの皮を頭に被せた構成がユ
ーモアを感じさせる作品です。明るい
色彩の中に濃い青や紫を使って形や
明暗の変化を効果的に描いています。
見下ろした視線や耳へと向かう側面
の奥行きも的確に表現されています。
マスクやパーカーそして背景の色味
の違いや中間色の幅を意識すること
で、より存在感のある作品となるでし
ょう。

評価コメント
バナナの皮で大きなアーチ状の空間
を作って顔を覗かせる意外性のある
構図がユニークです。黄と青の対比
を基調として、肌の暗い部分に寒色を
用いることで画面全体の統一感を生
み出しています。バナナを持つ指の
描き込みと、顔の側面の奥行きを意
識した表現が加わると構成の意図が
さらに明確になるでしょう。
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油
彩
画

評価コメント
笑顔とバナナの形を組み合わせた構
成に工夫が見られ、両手も生き生きと
描いた意欲作です。ペインティングナ
イフと筆を巧みに使い分けており、勢
いのあるタッチが魅力的です。肌やマ
スク、衣服の影の色味が同じ暗さに
黒ずんで見える部分があるため、色
味の違いを意識するとより爽やかな
表現となるでしょう。

評価コメント
ポーズやモチーフの扱い方、配色など
に工夫が見られる作品です。バナナ
の皮と指を絡ませたポーズの複雑さ
と、輪切りのバナナが描かれた背景
のシンプルな構成の対比が目を惹き
ます。斜めの角度から捉えた人物の
量感表現も的確です。指先をもっと描
き込み、輪切りのバナナと人物の前
後関係を意識すると、より奥行きのあ
る作品となるでしょう。
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問題

一般選抜入学試験［後期］

参考解答

下記のテーマから1つを選び、自由に発想して自画像（自身）を油彩（アクリル
絵具可）で描きなさい。
テーマ ： 「食」または「サスティナブル」油

彩
画

評価コメント
ポーズや表情、色彩などに独自性が
強く表れている作品です。眉間に皺を
寄せた表情やマスクの中に手を入れ
る仕草の描写にこだわりが感じられ
ます。彩度を抑えた肌の描写と濃厚
な色彩の背景からも、テーマを自分な
りに解釈して表現しようという意図が
伝わってきます。指の関節をより意識
して描くとさらに説得力のある作品と
なるでしょう。

評価コメント
手鏡に顔が映った状況を想定し、マ
スクによって隠れた唇を落書きするこ
とで、テーマに即した構図に工夫が見
られる作品です。手鏡や顔の鮮やか
な配色とグレーの背景との対比も目を
惹きます。顔の部分では、ペインティ
ングナイフで絵の具を丁寧に重ねて
おり、みずみずしい表現が生み出され
ています。正面性が強い構図のため、
光の方向や画面の左右の違い、顔の
側面の奥行きを意識した描写が加わ
ると表現の深みが増します。
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英語 /国語 /数学

教科科目

出題範囲 コミュニケーション英語Ⅰ・Ⅱ
英語表現Ⅰ（筆記試験のみ）（リスニングテスト及びスピーキングテストは実施しない）

評価のポイント 英語の基本的理解力及び読解力

問題→ P.58～ P.65　問題解答→ P.82

英語 試験時間 60分

出題範囲 国語総合（古文・漢文を除く）

評価のポイント 日本語の読解力及び日本語による表現力

問題→ P.66～ P.78　問題解答→ P.83

国語 試験時間 60分

出題範囲 数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ａ、数学Ｂ
空欄補充式（80点）と記述式（20点）による。数学Ａについては「場合の数と確率」、「図形の性質」
から1題を選択して解答する。数学Ｂについては「数列」、「ベクトル」から1題を選択して解答する。

評価のポイント 数学の基礎についての理解力

※数学において、基礎についての理解力に加えて、「思考力・判断力・表現力」を評価するために、過程を含めて記載を求める記述式問題を出題します。

問題→ P.79～ P.81　問題解答→ P.84～ P.86

数学 試験時間 60分

2023年度出題概要 ※2024年度の出題概要は、「東北芸術工科大学 2024年度 学生募集要項」をご確認ください。
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o 
ea

t 
lo

ts
 o

f 
ho

t 
fo

od
. T

ry
 t

o 
ea

t 
ro

ot
 v

eg
et

ab
le

s,
 a

nd
 a

dd
 g

in
ge

r. 
D

ri
nk

in
g 

ho
t t

ea
 a

ls
o 

he
lp

s. 
Li

ly
 

: R
ig

ht
. I

’m
 g

oi
ng

 sh
op

pi
ng

 fo
r a

 th
er

m
os

 o
n 

m
y 

w
ay

 h
om

e 
to

da
y. 

I g
ue

ss
 w

e 
al

l n
ee

d 
to

 d
o 

ou
r b

it 
to

 h
el

p 
th

e 
en

vi
ro

nm
en

t. 
Em

i 
: A

no
th

er
 g

oo
d 

w
ay

 to
 w

ar
m

 u
p 

is
 to

 g
et

 o
ff 

th
e 

tr
ai

n 
on

e 
st

op
 e

ar
ly,

 a
nd

 w
al

k 
th

e 
re

st
 o

f 
th

e 
w

ay
. T

ha
t w

ill
 w

ar
m

 y
ou

 u
p 

an
d 

he
lp

 im
pr

ov
e 

yo
ur

 ci
rc

ul
at

io
n*

. 
D

an
a 

: A
ls

o,
 if

 y
ou

 ta
ke

 a
 h

ot
 b

at
h 

at
 n

ig
ht

 a
nd

 u
se

 a
 h

ot
 w

at
er

 b
ot

tle
 in

 y
ou

r 
be

d,
 y

ou
 ca

n 
st

ay
 

w
ar

m
 u

nt
il 

th
e 

m
or

ni
ng

, w
ith

ou
t u

si
ng

 a
 h

ea
te

r. 
Yo

u’
ll 

no
t o

nl
y 

he
lp

 th
e 

en
vi

ro
nm

en
t b

ut
 

al
so

 sa
ve

 m
on

ey
. 

 注
 

*c
ir

cu
la

tio
n 
血
流

 
  (1

) 
文
中
の

( 
①

 )
に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
を
、
下
の

1～
4
の
う
ち
か
ら

1
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ

い
。

 
  

1 
do

n’
t y

ou
 

  
2 

is
n’

t i
t 

  
3 

do
es

n’
t i

t 
  

4 
ar

en
’t 

yo
u 

 (2
) 
文
中
の

( 
②

 )
に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
を
、
下
の

1～
4
の
う
ち
か
ら

1
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ

い
。

 
  

1 
It

’s 
pr

oh
ib

ite
d.

 
2 

M
ay

 I 
be

 e
xc

us
ed

? 
3 

It
 m

ay
 g

o 
aw

ay
 so

on
. 

4 
It

’s 
pe

rf
ec

t f
or

 m
e.

 
 (3

) 
文
中
の

( 
③

 )
に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
を
、
下
の

1～
4
の
う
ち
か
ら

1
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ

い
。

 
  

1 
co

m
m

on
  

 
2 

en
ou

gh
 

 
 

3 
op

po
si

te
  

 
4 

sa
m

e 

3
4

英
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6  B 
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
以
下
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

 
 

SSee
ccrr

eett
ss  

bbee
hhii

nndd
  JJ

aapp
aann

’’ss  
TThh

rree
ee  

CCss
  

 Th
ro

ug
ho

ut
 th

e 
CO

VI
D

-1
9 

pa
nd

em
ic

, e
sp

ec
ia

lly
 in

 th
e 

fir
st

 tw
o 

ye
ar

s,
 J

ap
an

 m
an

ag
ed

 to
 k

ee
p 

th
e 

nu
m

be
r o

f i
nf

ec
te

d 
pe

op
le

 re
la

tiv
el

y 
lo

w,
 e

ffe
ct

iv
el

y 
st

op
pi

ng
 th

e 
ra

pi
d 

sp
re

ad
 o

f t
he

 v
ir

us
. I

t 
sa

w
 h

ea
lth

 c
ar

e 
sy

st
em

s 
ov

er
w

he
lm

ed
 in

 m
an

y 
ot

he
r 

co
un

tr
ie

s 
ar

ou
nd

 t
he

 w
or

ld
 a

s 
th

e 
de

at
h 

to
ll 

ro
se

 te
rr

ify
in

gl
y 

at
 th

e 
pe

ak
 o

f t
he

 p
an

de
m

ic
. W

ha
t w

as
 th

e 
Ja

pa
n’

s s
ec

re
t?

  
W

as
 it

 th
e 

m
as

ks
? 

Th
ey

 w
er

e 
se

en
 fr

om
 th

e 
be

gi
nn

in
g 

as
 e

ss
en

tia
l i

n 
pr

ev
en

tin
g 

th
e 

sp
re

ad
 o

f 
th

e 
vi

ru
s.

 M
as

ks
 w

er
e 

no
t 

pe
rf

ec
t 

bu
t 

go
od

 e
no

ug
h 

to
 s

to
p 

th
e 

he
al

th
 c

ar
e 

sy
st

em
 fr

om
 b

ei
ng

 
ov

er
lo

ad
ed

, 
an

d 
to

 k
ee

p 
as

 m
an

y 
pe

op
le

 a
s 

po
ss

ib
le

 s
af

e 
un

til
 v

ac
ci

na
tio

ns
 a

nd
 t

re
at

m
en

t 
be

ca
m

e 
av

ai
la

bl
e.

 ( 
①

 ) 
th

er
e 

ar
e 

po
ck

et
s*

 o
f r

es
is

ta
nc

e 
in

 c
om

pl
ia

nc
e*

 w
ith

 v
ac

ci
na

tio
ns

, m
as

k 
co

m
pl

ia
nc

e 
w

as
 a

lm
os

t 1
00

 p
er

ce
nt

. T
he

 J
ap

an
es

e 
al

re
ad

y 
ha

d 
a 

co
zy

 r
el

at
io

ns
hi

p 
w

ith
 m

as
ks

. 
 

( 
②

 )
 T

he
 p

ol
ite

 th
in

g 
to

 d
o 

if 
on

e 
ha

s 
a 

co
ld

 in
 J

ap
an

 is
 to

 w
ea

r 
a 

m
as

k 
in

 o
rd

er
 to

 k
ee

p 
yo

ur
 

ge
rm

s t
o 

yo
ur

se
lf.

 
Th

e 
ke

y 
co

ul
d 

be
 th

e 
cl

ea
r a

nd
 co

ns
is

te
nt

 a
dv

ic
e 

gi
ve

n 
by

 th
e 

Ja
pa

ne
se

 g
ov

er
nm

en
t. 

Fr
om

 th
e 

be
gi

nn
in

g 
of

 th
e 

pa
nd

em
ic

 th
e 

go
ve

rn
m

en
t k

ne
w

 it
 w

as
 li

ke
ly

 sp
re

ad
in

g 
th

ro
ug

h 
dr

op
le

ts
 in

 th
e 

ai
r. 

Al
l s

ig
ns

 w
er

e 
po

in
tin

g 
in

 t
ha

t 
di

re
ct

io
n,

 y
et

 it
 r

em
ai

ne
d 

un
sp

ok
en

 in
 m

ai
ns

tr
ea

m
 m

ed
ia

. 
Th

e 
go

ve
rn

m
en

t c
oi

ne
d 

a 
te

rm
 “T

hr
ee

 C
s”

 o
r i

n 
Ja

pa
ne

se
 “m

its
u.

” P
eo

pl
e 

w
er

e 
as

ke
d 

to
 a

vo
id

 th
e 

th
re

e 
Cs

, w
hi

ch
 a

re
 c

lo
se

d 
sp

ac
es

, c
ro

w
de

d 
pl

ac
es

, a
nd

 c
lo

se
-c

on
ta

ct
 s

et
tin

gs
; i

t w
as

 a
pt

 a
dv

ic
e 

fo
r 

an
 a

ir
bo

rn
e 

vi
ru

s.
 I

n 
fa

ct
, t

hi
s 

be
ca

m
e 

su
ch

 a
 c

at
ch

ph
ra

se
 t

ha
t 

it 
w

as
 c

ho
se

n 
fo

r 
th

e 
ka

nj
i 

th
at

 m
os

t (
 ③

 )
 u

p 
20

20
 in

 a
n 

an
nu

al
 s

el
ec

tio
n 

de
ci

de
d 

by
 a

 s
ur

ve
y 

ta
ke

n 
by

 T
he

 J
ap

an
 K

an
ji 

Ap
tit

ud
e 

Te
st

in
g 

Fo
un

da
tio

n.
 

H
ow

ev
er

, p
er

ha
ps

 th
e 

m
os

t i
m

po
rt

an
t t

hi
ng

 w
as

 th
at

 th
e 

ad
vi

ce
 g

iv
en

 b
y 

th
e 

go
ve

rn
m

en
t w

as
 

fo
llo

w
ed

 b
y 

th
e 

m
aj

or
ity

 o
f t

he
 p

op
ul

at
io

n.
 N

o 
m

at
te

r h
ow

 a
pp

ro
pr

ia
te

 th
e 

st
ra

te
gi

es
 w

er
e,

 n
on

e 
w

ou
ld

 h
av

e 
w

or
ke

d 
if 

it 
ha

dn
’t 

be
en

 fo
r t

he
 co

op
er

at
io

n 
of

 th
e 

Ja
pa

ne
se

 p
ub

lic
. T

he
re

 w
as

 n
o 

la
w

 
en

fo
rc

in
g 

lo
ck

do
w

n 
or

 m
as

k 
m

an
da

te
s 

in
 J

ap
an

. T
he

 g
ov

er
nm

en
t 

ju
st

 r
eq

ue
st

ed
 p

eo
pl

e 
fo

llo
w

 
th

e 
th

re
e 

Cs
, w

ea
r 

m
as

ks
, a

nd
 r

ef
ra

in
 fr

om
 g

oi
ng

 o
ut

 o
n 

un
ne

ce
ss

ar
y 

er
ra

nd
s.

 T
hi

s 
co

op
er

at
io

n 
m

ay
 b

e 
du

e 
to

 t
he

 p
ow

er
 o

f 
pe

er
 p

re
ss

ur
e.

 ④
 P

ee
r 

pr
es

su
re

 is
 t

he
 s

tr
on

g 
in

flu
en

ce
 w

ith
in

 a
 

gr
ou

p 
to

 d
o 

th
e 

sa
m

e 
as

 e
ve

ry
on

e 
el

se
. “

Th
e 

na
il 

th
at

 s
tic

ks
 o

ut
 g

et
s 

ha
m

m
er

ed
 d

ow
n.

” 
Th

is
 

Ja
pa

ne
se

 p
ro

ve
rb

 il
lu

st
ra

te
s h

ow
 st

ro
ng

 th
e 

pe
er

 p
re

ss
ur

e 
to

 co
nf

or
m

 in
 J

ap
an

es
e 

so
ci

et
y 

ca
n 

be
. 

In
de

ed
, t

hi
s 

pr
es

su
re

 t
o 

fit
 in

to
 t

he
 g

ro
up

 is
 o

fte
n 

ci
te

d 
as

 a
 n

eg
at

iv
e 

pa
rt

 o
f J

ap
an

es
e 

cu
ltu

re
 

th
at

 ca
n 

m
ak

e 
lif

e 
ha

rd
. 

Ye
t, 

it 
is

 n
ot

 a
ll 

ba
d,

 a
s 

th
e 

CO
VI

D
-1

9 
pa

nd
em

ic
 h

as
 s

ho
w

n,
 it

 is
 a

 p
ow

er
fu

l f
or

ce
 to

 w
or

k 
as

 a
 

gr
ou

p 
an

d 
re

sp
ec

t 
th

e 
ot

he
r 

m
em

be
rs

 o
f s

oc
ie

ty
. E

ve
n 

th
ou

gh
 t

he
re

 a
re

 u
nd

ou
bt

ed
ly

 n
eg

at
iv

e 
as

pe
ct

s t
o 

pe
er

 p
re

ss
ur

e,
 w

he
n 

it 
ta

ke
s t

he
 fo

rm
 o

f c
oo

pe
ra

tio
n 

an
d 

co
ns

id
er

at
io

n 
fo

r t
ho

se
 in

 th
e 

gr
ou

p,
 it

 co
ul

d 
be

 o
ne

 re
as

on
 w

hy
 J

ap
an

es
e 

so
ci

et
y 

is
 s

o 
ha

rm
on

io
us

 a
nd

 p
le

as
an

t t
o 

liv
e 

in
. 

注
 

*p
oc

ke
ts

 小
集
団
 

*c
om

pl
ia

nc
e 
順
守

 

 

『
英
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験
問
題

 5 

 (4
) 
文
中
の

( 
 A

  
)～

( 
 C

  
)に
適
切
な
語
を
入
れ
る
と
き
の
正
し
い
組
み
合
わ
せ
を
、
下
の

1～
6
の
う
ち
か
ら

1
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

 
 

 
 

 
（

  
A 

 ）
  
‐
 
 
（

  
B 

 ）
  
‐
 
 
（

  
C 

 ）
 

  
  

1 
 

 
 

on
 

 
 
‐
 
 
 
 

of
  

 
 
‐
 
 
 
 

by
 

  
  

2 
 

 
 

on
 

 
 
‐
 
 
 
 

by
 

 
 
‐
 
 
 
 

of
 

  
  

3 
 

 
 

of
  

 
 
‐
 
 
 
 

on
 

 
 
‐
 
 
 
 

by
 

  
  

4 
 

 
 

of
  

 
 
‐
 
 
 
 

by
 

 
 
‐
 
 
 
 

on
 

  
  

5 
 

 
 

by
 

 
 
‐
 
 
 
 

on
 

 
 
‐
 
 
 
 

of
 

  
  

6 
 

 
 

by
 

 
 
‐
 
 
 
 

of
  

 
 
‐
 
 
 
 

on
 

 (5
) 
次
の

[1
],[

2]
の
質
問
に
対
す
る
答
え
を
、
そ
れ
ぞ
れ
下
の

1～
4
の
う
ち
か
ら

1
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

  
[1

] 
W

hi
ch

 o
f t

he
 fo

llo
w

in
g 

st
at

em
en

ts
 is

 tr
ue

? 
1 

Li
ly

 fe
el

s 
to

o 
w

ar
m

 to
 st

ar
t h

er
 w

or
k.

 
2 

D
an

a 
ex

pe
ct

s 
he

r c
om

pa
ny

 to
 sw

itc
h 

on
 th

e 
he

at
er

. 
3 

Em
i a

sk
ed

 th
e 

co
m

pa
ny

 fo
r t

he
 im

pr
ov

em
en

t i
n 

he
at

in
g.

 
4 

Th
e 

go
ve

rn
m

en
t h

as
 sp

ec
ifi

ed
 th

e 
id

ea
l t

em
pe

ra
tu

re
 fo

r t
he

 h
ea

tin
g.

 
 

[2
] 

W
hi

ch
 o

f t
he

 fo
llo

w
in

g 
st

at
em

en
ts

 is
 fa

ls
e?

 
1 

Em
i s

ug
ge

st
s w

ea
ri

ng
 cl

ot
he

s 
m

ad
e 

of
 th

e 
la

te
st

 fa
br

ic
s. 

2 
Ro

ot
 v

eg
et

ab
le

s 
w

er
e 

re
co

m
m

en
de

d 
as

 a
 w

ay
 to

 k
ee

p 
w

ar
m

. 
3 

Em
i g

ot
 o

ff 
th

e 
tr

ai
n 

on
e 

st
op

 e
ar

ly
 to

 g
o 

sh
op

pi
ng

. 
4 

D
an

a 
th

in
ks

 th
at

 e
co

-fr
ie

nd
ly

 te
ch

ni
qu

es
 s

av
e 

on
 e

xp
en

se
s. 

 (6
) 

 次
の

[1
],[

2]
の
英
文
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
下
の

1～
3
の
語
を
並
べ
替
え
て
空
欄
を
補
い
完
成
さ
せ
る
と
き
、

( 
  

)に
入
る
語
は
ど
れ
か
。
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

 
  

[1
] 

G
lo

ba
l w

ar
m

in
g 

is
 o

ne
 o

f t
he

 m
os

t s
er

io
us

  
  

  
  

  
( 

  
 

  
) 

  
  

  
  

 p
la

ne
t. 

1 
ou

r 
 

 
 

2 
th

re
at

s 
 

 
 

3 
fa

ci
ng

 
   

[2
] 

W
al

ki
ng

 a
nd

 b
ik

in
g 

ar
e 

go
od

  
  

  
  

  
( 

  
 

  
) 

  
  

  
  

 g
re

en
ho

us
e 

ga
se

s.
 

1 
to

  
 

 
 

2 
re

du
ce

  
 

 
 

3 
w

ay
s 

       

5
6
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『
英
語
』
試
験
問
題

 7 

 (1
) 
次
の

[1
]～

[3
]の
空
欄
に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
語
ま
た
は
文
を
、
そ
れ
ぞ
れ
下
の

1～
4
の
う
ち
か
ら

1
つ
ず

つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

 
 

[1
] 
文
中
の

( ①
 )に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
を
、
下
の

1～
4
の
う
ち
か
ら

1
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ

い
。

 
1 

Be
ca

us
e 

 
2 

W
he

n 
 

 
 

3 
Th

er
ef

or
e 

 
 

4 
Al

th
ou

gh
 

 
[2

] 
文
中
の

( ②
 )に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
文
を
、
下
の

1～
4
の
う
ち
か
ら

1
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

 
1 

Ev
er

y 
si

ng
le

 p
er

so
n 

in
 J

ap
an

 u
se

d 
to

 li
ve

 w
ith

 a
 m

as
k 

on
. 

2 
It

 is
 a

ga
in

st
 th

e 
la

w
 to

 ta
ke

 y
ou

r m
as

k 
of

f w
he

n 
yo

u 
ha

ve
 a

 co
ld

. 
3 

Pu
tt

in
g 

on
 a

 m
as

k 
w

he
n 

go
in

g 
ou

ts
id

e 
w

as
 n

o 
lo

ng
er

 a
llo

w
ed

. 
4 

It
 is

 a
 fa

ir
ly

 co
m

m
on

 si
gh

t i
n 

flu
 a

nd
 a

lle
rg

y 
se

as
on

s. 
 

[3
] 
文
中
の

( ③
 )に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
を
、
下
の

1～
4
の
う
ち
か
ら

1
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ

い
。

 
  

 
1 

ga
ve

  
 

 
2 

fa
ce

d 
 

 
 

3 
su

m
m

ed
  

 
 

4 
lo

ok
ed

 
 (2

) 
次
の

[4
]～

[7
]の
定
義
が
示
す
単
語
を

1～
10
の
選
択
肢
か
ら
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

 
 

[4
] 

a 
jo

b 
th

at
 y

ou
 d

o 
th

at
 in

vo
lv

es
 g

oi
ng

 so
m

ew
he

re
 to

 b
uy

 o
r d

el
iv

er
 g

oo
ds

 
[5

] 
ha

pp
en

in
g 

or
 d

on
e 

in
 a

 v
er

y 
sh

or
t p

er
io

d 
of

 ti
m

e 
[6

] 
to

 in
ve

nt
 a

 n
ew

 w
or

d 
or

 p
hr

as
e 

[7
] 

to
 b

eh
av

e 
in

 a
 w

ay
 th

at
 m

os
t o

th
er

 p
eo

pl
e 

in
 y

ou
r g

ro
up

 b
eh

av
e 

 
選
択
肢

 
1 

co
ns

is
te

nt
 

 
 

 
2 

ai
rb

or
ne

  
 

 
3 

co
nf

or
m

  
 

 
4 

sp
re

ad
  

 
 

5 
er

ra
nd

 
6 

co
in

 
 

 
 

 
 

 
7 

co
zy

  
 

 
 

 
8 

in
fe

ct
ed

  
 

 
9 

ra
pi

d 
 

 
 

10
 a

pp
ro

pr
ia

te
 

 (3
) 
次
の

[8
],[

9]
の
質
問
に
対
す
る
答
え
を
、
そ
れ
ぞ
れ
下
の

1～
4
の
う
ち
か
ら

1
つ
ず
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な

さ
い
。

 
   

[8
] 

W
hi

ch
 o

f t
he

 fo
llo

w
in

g 
st

at
em

en
ts

 is
 tr

ue
? 

  
  

1 
Ev

er
yo

ne
 w

as
 h

ap
py

 to
 g

et
 v

ac
ci

na
te

d 
in

 J
ap

an
. 

  
  

 2
 

M
as

k 
co

m
pl

ia
nc

e 
w

as
 a

lm
os

t p
er

fe
ct

 b
ec

au
se

 o
f a

 st
ri

ct
 la

w.
 

  
  

 3
 

Th
e 

ka
nj

i “
m

its
u”

 re
pr

es
en

ts
 th

e 
vi

ru
s 

in
 2

02
0.

 
  

  
 4

 
O

ne
 o

f t
he

 “T
hr

ee
 C

s”
 a

sk
s 

pe
op

le
 to

 re
fr

ai
n 

fr
om

 g
oi

ng
 to

 cr
ow

de
d 

pl
ac

es
. 

 

 『
英
語
』
試
験
問
題

 

8   
[9

] 
W

hi
ch

 o
f t

he
 fo

llo
w

in
g 

st
at

em
en

ts
 is

 fa
ls

e?
 

  
  

 1
 

M
as

ks
 s

ee
m

 to
 h

av
e 

w
or

ke
d 

ef
fe

ct
iv

el
y 

in
 J

ap
an

. 
  

  
 2

 
H

os
pi

ta
ls

 in
 o

th
er

 co
un

tr
ie

s 
w

er
e 

no
t a

ffe
ct

ed
 b

y 
th

e 
pa

nd
em

ic
. 

  
  

 3
 

M
os

t J
ap

an
es

e 
pe

op
le

 co
m

pl
ie

d 
w

ith
 th

e 
re

qu
es

t t
o 

w
ea

r m
as

ks
. 

  
  

 4
 

Pe
er

 p
re

ss
ur

e 
in

 J
ap

an
 is

 n
ot

 o
fte

n 
co

ns
id

er
ed

 a
 g

oo
d 

pa
rt

 o
f t

he
 cu

ltu
re

. 
 (4

) 
次
の

[1
0]
～

[1
2]
の
英
文
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
下
の

1～
3
の
語
を
並
べ
替
え
て
空
欄
を
補
い
完
成
さ
せ
る
と
き
、

( 
  

)に
入
る
語
は
ど
れ
か
。
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

  
 

[1
0]
 

Th
e 

go
ve

rn
m

en
t 

  
  

  
  

 (
  

  
  

) 
  

  
  

  
 w

ea
r 

a 
m

as
k 

w
he

n 
m

ee
tin

g 
w

ith
 

so
m

eo
ne

. 
1 

to
  

 
 

 
2 

as
ke

d 
 

 
 

3 
pe

op
le

 
 

[1
1]
 

It
’s 

co
m

m
on

 to
  

  
  

  
  

( 
  

  
 )

  
  

  
  

  
m

as
ks

 in
 J

ap
an

. 
1 

pe
op

le
  

 
2 

se
e 

 
 

 
 

3 
w

ea
ri

ng
 

 [1
2]
 

So
m

e 
pe

op
le

 fe
el

  
  

  
  

  
( 

  
  

 )
  

  
  

  
  

pe
er

 p
re

ss
ur

e 
in

 s
oc

ie
ty

. 
1 

of
  

 
 

 
2 

un
ea

sy
 

 
 

3 
be

ca
us

e 
 (5

) 
次
に
示
し
た
下
線
部
④
の
英
文
を
和
訳
し
な
さ
い
。

 
④

 P
ee

r p
re

ss
ur

e 
is

 th
e 

st
ro

ng
 in

flu
en

ce
 w

ith
in

 a
 g

ro
up

 to
 d

o 
th

e 
sa

m
e 

as
 e

ve
ry

on
e 

el
se

. 
 (6

) 
次
の
問
い
に
対
し
て
英
語
で
答
え
な
さ
い
。

 
W

ha
t r

ec
en

t n
ew

s 
ha

s 
im

pa
ct

ed
 y

ou
 th

e 
m

os
t?

 W
hy

? 

  

7
8

英
語
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1
2

英 語　 一 般 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 前 期 ・ 専 願 型 ﹈　　　　問 題

英
語
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英 語　 一 般 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 前 期 ・ 専 願 型 ﹈　　　　

3
4

英
語
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5
6

英 語　 一 般 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 前 期 ・ 専 願 型 ﹈　　　　問 題

英
語
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英 語　 一 般 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 前 期 ・ 専 願 型 ﹈　　　　

7
8

英
語
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1

国 語　 総 合 型 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 併 願 型 ﹈　　　問 題

国
語
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国 語　 総 合 型 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 併 願 型 ﹈　　　

2

国
語
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3

国 語　 総 合 型 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 併 願 型 ﹈　　　問 題

国
語
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国 語　 総 合 型 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 併 願 型 ﹈　　　

4

国
語
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国 語　 総 合 型 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 併 願 型 ﹈　　　問 題

5

国
語
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国 語　 一 般 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 前 期 ・ 専 願 型 ﹈　　　問 題

1

国
語
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2

国 語　 一 般 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 前 期 ・ 専 願 型 ﹈　　　問 題

国
語

72



国 語　 一 般 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 前 期 ・ 専 願 型 ﹈　　　

3

国
語
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4

国 語　 一 般 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 前 期 ・ 専 願 型 ﹈　　　問 題

国
語
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国 語　 一 般 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 前 期 ・ 専 願 型 ﹈　　　

5

国
語
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6

国 語　 一 般 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 前 期 ・ 専 願 型 ﹈　　　問 題

国
語
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国 語　 一 般 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 前 期 ・ 専 願 型 ﹈　　　

7

国
語
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8

国 語　 一 般 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 前 期 ・ 専 願 型 ﹈　　　問 題

国
語

78



1
2

数 学　 総 合 型 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 併 願 型 ﹈　　　問 題

数
学
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3

数 学　 一 般 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 併 願 型 ﹈﹇ 前 期 ・ 専 願 型 ﹈　　　　

1

問 題

数
学

80



数 学　 一 般 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 併 願 型 ﹈﹇ 前 期 ・ 専 願 型 ﹈　　　　

3
2

数
学
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英語　総合型選抜入学試験［併願型］ 解答

英語　一般選抜入学試験［前期・専願型］解答

■第1問
A （1）３　（2）１　（3）４　（4）５　（5）２

B （1）２－３－１－４　（2）１－４－３－２

C （1）４　（2）２　（3）２　（4）３　（5）１　（6）４　（7）４　（8）３　（9）２　（10）１　

 （11）３　（12）３　（13）２　（14）１　（15）４　（16）２

D （1）１　（2）１

■第2問
A （1）２　（2）４　（3）３　（4）６　（5）［1］４　［2］３　（6）［1］３　［2］１　

B （1）［1］４　［2］４　［3］３　

 （2）［4］５　［5］９　［6］６　［7］３　

 （3）［8］４　［9］２　

 （4）［10］３　［11］１　［12］３

 （5）（解答例）集団の圧力は、他の皆と同じことをさせようとするグループ内における 強い影響力 である。

 （6） （解答例）The news that has most impacted me recently is the assassination 

 　　　　　  of the former Prime Minister of Japan. 

 　　　　　  I was so surprised that such a thing could happen in our peaceful country.

■第1問
A （1）３　（2）４　（3）２　（4）５　（5）１

B （1）２－４－１－３　（2）３－４－１－２

C （1）１　（2）４　（3）１　（4）１　（5）４　（6）２　（7）１　（8）２　（9）３　（10）４　

 （11）１　（12）４　（13）２　（14）３　（15）３　（16）４

D （1）３　（2）１

■第2問
A （1）３　（2）２　（3）４　（4）４　（5）［1］３　［2］４　（6）［1］１　［2］３　　

B （1）［1］４　［2］１　［3］３　　（2）［4］４　［5］８　［6］１　［7］１０

 （3）［8］３　［9］１　

 （4）［10］３　［11］１　［12］１

 （5）（解答例）動いたり、必需品を保管したりする場所がないことは大きなストレスのもとであった。

 （6） （解答例）I prefer to l ive in a small house because it is easier to keep clean, and

  　　　　　 cheaper to keep warm in winter.

  　　　　　 I prefer to l ive in a large house because I l ike to stay at home a lot and I can

  　　　　　 move freely in a big house. Also, it is easy for friends and relatives to come

  　　　　　 and stay.

英
語（
解
答
）
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国語　総合型選抜入学試験［併願型］ 解答

国語　一般選抜入学試験［前期・専願型］ 解答

■問1 ①創造　②陳列　③洗練 ※洗煉、洗錬も可 　④しゅうえん　⑤ゆえん　⑥堪能　⑦農耕　⑧維持　⑨融合　⑩傾倒

■問2 オ

■問3 曲線や曲面

■問4 ①オ　②千変万化　③挙句

■問5 装飾や芸術

■問6 大自然のサイクルの中で人間と自然が調和しながら生き長らえていく生き方

■問7 人間にと　
 これまで

■問8 日本人にとって自然は客体ではなく主体であり、日本人は自然に対して限りない敬愛の念を抱いていること

■問9 美の原点が自然にあり、人々が自然の中に心の安らぎや調和を見いだしていたこと

 日本人が四季それぞれの豊かな自然の形や色から学んだ自然観に基づく美学

■問10 柔らかな曲　　感じさせる 

■問11 （3）

■問1 Ⅰ　B依拠　C発露　E媒体　Gた　H都度　Iくわだ　　Ⅱ　細　　Ⅲ　②ウ　③オ　④ア

 Ⅳ　Aエ　Dオ　　Ⅴ　Fア　Jイ　

■問2 オ

■問3 個人の内面や個性は工芸品の未完成の部分や不完全な部分に表れるが、完璧な作品にはそういう部分はないため、
 個人の特徴は現れないということ。
■問4 超越的な体験の表現は、他者から理解や評価を得ることが困難な場合が多いため、他者に受け入れられなくても
 十分な意味と理由があるという考え。
■問5 ①関係性　②排除　③権力　④文化的差別　⑤恣意的　⑥ヒエラルキー

■問6 ウ

■問7 イ

■問8 設問Ⅰ エ　設問Ⅱ オ　設問Ⅲ ア

国
語（
解
答
）
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数学　総合型選抜入学試験［併願型］ 解答

■第1問
問1 ア　　　　イ　　　　ウ　  　　　　エ

問2 オ　　　　カ　　　　　　　　

問3 キ　　　　ク

問4 ケ　　　　コ　　　　サ

■第2問
問 A  シ　　　　ス　　　　セ　　　　

問 B  シ　　　　ス　　　　セ

■第3問
問 C  ソ　　　　タ　　　　チ

問 D  ソ　　　　タ　　　　チ

■第4問
（1）

（2）

（3）

数
学（
解
答
）

元の2次関数　　　　　　に対して求める2次関数は

となるから

……①

元の2次関数　　　　　　に対して求める2次関数は

となるから

……②

①のグラフと②のグラフの交点の　座標を求める。

②

①
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数学　一般選抜入学試験［前期・専願型］ 解答

■第1問
問1 ア　　　　　イ　　　　　ウ　　　　　エ

問2 オ　　　　　カ　　　　　キ

問3 ク　　　　　ケ　　　　　コ 　 　　　

問4 サ　　　　　　　シ　　　　　ス　　　　　

■第2問
問 A セ　　　　　ソ　　　　　タ　　　　

問 B セ　　　　　ソ　　　　　タ　　　　

■第3問
問 C  チ　　　　　　　ツ　　　　　　テ　　

問 D  チ　　　　　　　ツ　　　　　　テ　　

■第4問
（1）

（2）

数
学（
解
答
）

接点を とおく。

より接線の傾きは

よって接線の方程式は

……①

接線①は を通るから

,

……②

……③

として

のとき、接線の方程式は

のとき、接線の方程式は

接線②と曲線との接点の座標は

接線③と曲線との接点の座標は
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（3）

数学　一般選抜入学試験［前期・専願型］ 解答

数
学（
解
答
）
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進学相談会
開催場所や日程は大学HPをチェック！
進学相談会では相談コーナーのほか、さまざまな資料の
配布を行います。また、美術系大学のみの相談会場で
は入試参考作品の展示も行います。参加無料、事前申
込も不要です。保護者の方もぜひご来場ください。

オープンキャンパスに参加しよう！
2023年7月29日（土）・30日（日）

合格者である在学生や教員と話ができる「相談コーナー」や、入試の対策講座、
入試参考作品の展示など入試の準備としても、とても役立つイベントです。この機
会をお見逃しなく！

@tuadと友だちになろう！

LINEアプリの友だちタブを開き、画面右上にある友だち
追加ボタン＞［ID検索］をタップして、登録してください。

※実施内容は変更になる
　場合がありますので、
　必ず右のQRコードから
　大学HPをご覧ください。

オープンキャンパスなどのイベント最新情報をはじめ、
高校生・受験生の皆さんに役立つさまざまな情報を
いち早くお届け！
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